
第
二
節

奈
良
町
の
形
成
と
そ
の
支
配

江
戸
幕
府
の
成
立
と
奈
良

第一章 奈良町の成立

慶
長
三
年

(蓋
九八)
八
月
、

豊
臣
秀
吉
が
後
顧
の
憂

い
を
残
し
な
が
ら
没
す
る
と
、

豊
臣
政
権
下
の
諸
大
名

の
対

立
が
早
く
も
表
面
化
し
、

つ
い
に
同
五
年

(ご
ハ○○)
九
月
に
関
ケ
原
の
戦
い
が
起
こ
っ
た
。

徳
川
家
康
は
開
戦

に

先
だ
ち
大
和
を
掌
握
し
よ
う
と
し
、
す
で
に
家
臣
に
な

っ
て
い
た
柳
生
宗
厳

・
宗
矩
の
父
子
を
用
い
て
伊
賀
上
野
城
の
筒
井
定
次
を
説

/

き
、
上
杉
景
勝
攻
撃
の
軍
に
加
わ
ら
せ
た
。

や
が
て
関
ケ
原
の
決
戦
は
、
東
軍
家
康
方
の
勝
利
に
終
わ

っ
た
た
め
、
定
次
は
本
領
を
安
堵
さ
れ
、
郡
山
城
主
増
田
長
盛
は
高
野
山

に
走

っ
て
、
郡
山
城
は
開
城
し
た
。
家
康
は
、
家
臣
の
大
久
保
長
安
を
大
和
の
統
轄
者
に
任
じ
、
彼
に
郡
山
城
を
あ
ず
け
、
広
く
大
和

一
国
支
配
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
長
安
は
、
猿
楽
師
か
ら
家
康

の
寵
臣
と
な
り
、
佐
渡
金
山
奉
行
を
勤
め
て
い
た
家
康
の
側
近
で

あ

っ
た
。

関
ケ
原
の
合
戦
は
、
全
国
の
諸
大
名
の
勢
力
に
非
常
な
影
響
を
与
え
た
が
、
大
和
で
も
そ
の
変
動
は
大
き
か
っ
た
。
西
軍
の
増
田
長

盛

の
敗
走
に
反
し
て
、
東
軍
に
加
わ

っ
た
高
取
城
主
本
多
因
幡
守
俊
政
は
、
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
二
万
五
〇
〇
〇
石
を
領
し
、
片
桐
且

元
は

一
万
八
〇
〇
〇
石
を
加
増
さ
れ
て
竜
田
を
居
所
と
し
、
そ
の
弟
片
桐
貞
隆
は

一
万
石
を
与
え
ら
れ
て
小
泉
に
居
を
構
え
た
。
ま
た

福
島
高
晴
は
宇
陀
松
山
城
で
三
万
石
を
領
し
、
桑
山

一
晴
は
葛
下
郡
新
庄
で

一
万
六
〇
〇
〇
石
を
、
そ
の
叔
父
桑
山
元
晴
は
葛
上
郡
御

所
で
二
万
六
〇
〇
〇
石
を
領
し
、
織
田
信
長
の
弟
長
益

(有
楽
斎
)
も
、
摂
津

の
ほ
か
大
和
に
新
恩
の
地
を
加
え
ら
れ
た
。

徳

川

家

康

の

奈

良

支

配
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翌
々
慶
長
七
年

(一六〇二)
八
月
、

家
康
は
老
臣
本
多
正
信
や
大
久
保
長
安
を
従
え
て
南
都
に
下
向
し
た
。

大
和
が
家
康

の
支
配
下
に

あ

る
こ
と
を
誇
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
足
利
義
政

・
織
田
信
長
の
先
例
に
従

っ
て
正
倉
院
の
香
木
蘭
奢
待
を
切
り
、
春

日
社
の
祢
宜
や
興
福
寺
の
諸
役
人
で
あ
る
三
綱

・
寺
侍

(衆
徒
)

・
仕
丁

・
作
手
ら
に
対
し
て
、

そ
の
町
役
と
屋
地
子

一
六
三
石
余
を

免
許
し
た
。
こ
の
免
許
地
が
号
所

(巷
所
)
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
東
大
寺
に
は
境
内
門
前
の
押
上
六
〇
石

・
野
田
村

一
五
〇
石
、
計
二

一
〇
石
を
寄
進
し
、
そ
の
ほ
か
新
薬
師
寺

.
極
楽
院

.
伝

香
寺

゜
真
言
院
ら
南
都
と
大
和
国
中
の
諸
寺
社
に
朱
印
領
を
給
付
し
、

そ
れ
に
も
れ
た
寺
院
に
つ
い
て
も
、

翌
慶

長
八
年

(
ニハ〇三
)
三

月

に
境
内
地
子
を
免
除
し
て
い
る
。

徳
川
氏
の
奈
良
の
寺
社
に
対
す
る
心
遣
い
は
、
寺
社
詣
で
や
地
子
免
許
や
朱
印
領

の
給
付
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
久
保
長
安
は
春

日
社
の
大
鳥
居
を
造
替
寄
進
し
、
ま
た
同
十

一
年

(=
ハ〇六)
に
は
社
殿
修
理
料
二
万
俵
を
、
十
七
年

(一六
三
)
に
は
造
替
料
二
万
両
を
寄

進

し
、
あ
る
い
は
若
宮
祭
礼
振
興
の
た
め
猿
楽
座
に
参
勤
料
を
与
え
た
。
そ
れ
ら
は
幕
府

の
神
社
祭
礼
尊
重
の
政
策
の
あ
ら
わ
れ
で
も

あ

る
が
、
神
国
大
和
を
認
め
、
奈
良
を
優
遇
す
る
こ
と
で
も
あ

っ
た
。

さ
て
、
大
久
保
長
安
の
奈
良
支
配
と
は
い
っ
て
も
、

彼
が
幕
府
で
要
職
を
占
め
て
い
た
た
め
も
あ

っ
て
、

慶
長
十
八
年

(11;111)
六

月

に
春
日
社
参
詣
に
来
た
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど

「
駿
府

二
居
ナ
ガ
ラ
折
々
来
テ
政
治

ノ
大
綱
」

(
「庁
中

漫
録
」
)
を
み
た
だ
け

で
あ

っ
た
。

大久保長安供養塔
(阿弥陀寺)

そ
こ
で
奈
良
に
は
そ
の
部
下
の
原
田
仁
右
衛
門

・
初
鹿
野
加
右
衛
門
や
、
平
田

右
衛
門
佐

・
永
田
内
匠

・
飯
島
五
郎
右
衛
門

・
藤
田
又
右
衛
門
ら
を
お
い
て
町

政
を
と
ら
せ
て
い
た
。

慶
長
十
二
年

(一六〇七)
に
は
、

や
は
り
長
安
の
部
下
の

鈴
木
左
馬
助
が
奈
良
に
入
部
し
、
杉
田
忠
次
ら
と
と
も
に
民
政
に
当
た
っ
て
い

た
。

そ
し
て
同
十
六
年

(
一六二
)
の
大
和
に
残
る
年

貢
皆

済
状

(酥
曜
姉
端
齷
.
)
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第一章 奈良町の成立

な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
長
安
の
指
揮

の
も
と
で
、
藤
林
勝
政

・
楢
村
監
物

・
杉
田
忠
次

・
中
坊
秀
政
ら
が
大
和
の
六
万
石
の
蔵
入
地
の

代

官
と
し
て
仕
事
を
分
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
支
配
は
、
彼
ら
の
権
限
が
民
政
全
般
に
お
よ
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
裁
判
は
基
本
的
に
は
京
都
所
司
代

板
倉
勝
重
を
中
心
と
し
て
、
京
都
伏
見
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
職
能
的
に
は
所
司
代

の
統
轄
下
に
あ

っ
た
。
い
わ
ば
大
久
保
の
配
下
で

あ
り
な
が
ら
所
司
代
町
支
配
を
受
け
る
と
い
う
立
場
に
あ

っ
た
わ
け
で
、
大
久
保

の
権
力
は
大
和

一
国
の
民
政
全
般
を
預
か
る
行
政
機

関
と
は
い
え
な
い
形
の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

慶
長
八
年

(
ニハ〇三
)
に
家
康
は
江
戸
に
幕
府
を
開

い
た
が
、

そ
の
前
後
七

・
八

・
九
年
に
わ
た
っ
て
奈
良
町
の
検

奈
良
町
の
成
立

地
に
相
当
す
る
屋
地
子
帳
改
め
を
行
な
い
、

同
九
年

(宍
〇四)
に
は
町
域
の
画
定
、

い
わ
ゆ

る
町
切
り
が
実
施
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
奈
良
の
諸
郷
は
は
っ
ぎ
り
と
町
と
称
さ
れ
て

一
〇
〇
町
が
成
立
し
、
文
禄
検
地
で
い
っ
た
ん
町
か
ら
切

り
離
さ
れ
て
い
た
街
地

つ
づ
き
の
村
々
も
地
方
町
と
し
て
奈
良
町
に
編
入
さ
れ
た
。

こ
の
地
方
町
は
、
半
田
村
庄
屋
の
支
配
と
な

っ
て

半

田
方
と
呼
ぼ
れ
、
こ
の
と
き
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
町
と
称
す
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
た
。
文
禄
検
地
で
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
た
奈
良
町
の
ほ
か

に
、
こ
こ
に
こ
の
二
五
町
の
地
方
町
が
加
わ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、

慶
長
十
八
年

(ご
ハ三
)
奈
良
奉
行
が

お
か
れ
る
と
、
こ
れ
に
奈
良
町

つ
づ
き
の
興
福
寺
領

で
あ
る
高
畠

.
紀
寺

.
木
辻

・
三
条
の
諸
村
を
は
じ
め
、
寺
社
境
内
地
も
地
方
町

に
準
じ
た
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
寺
社
領
下
の
村
も
奈
良
町
に
含
め
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
奈
良
町
を
取
り
ま
い
て
、
幕
府
領

で
あ
る
城
戸

・
油
坂

・
杉

ヶ
町

・
芝
辻

・
法
蓮

・
京
終

・
川
上

・
野
田

の
い
わ
ゆ
る
奈
良
回

り

八
か
村
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
も
、
奈
良
奉
行

の
支
配
下
に
あ

っ
た
の
で
、
そ
れ
を
加
え
て
広
義
の
奈
良

(奈
良
領
)
が
で
き
る
こ

と

に
な
る
。

以
下
、
近
世
の
奈
良
と
い
う
と
き
、

こ
の
周
辺
農
村
部
を
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
油
坂
町
と
油
坂
村
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と
が
あ
る
場
合
、
前
者
は
人
家
の
あ
る
部
分
、
後
者

は
原
則
と
し
て
耕
地
だ
け
の
部
分
を
指

し

て

い
た

(齢
瀲
獗
㈱
響
。
芝
辻
町
と
芝
辻
村
の
場
合
も
同
様
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
同

一
人
物
が
油
坂
町
と
油
坂
村
の

役
人
を
兼
ね
、
前
者
の
場
合

「
町
年
寄
」

を
名

乗

り
、
後
者

の
場
合

「庄
屋
」
と
名
乗

っ
て
い
る
(「馳
輙

藩
奮
毒
)
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
奈
良
総
町
二
〇
〇
余
町
が

成

立
す
る
わ
け
で
あ
る
。
境
域
は
、
東

は

市

ノ
井

(い
ち
の
い
)
か
ら
、

西
は
三
条
口
ま
で

二
六
町

四

四
間
余
、
北
は
奈
良
坂
京

口
か
ら
南
は
椚

口
ま
で

一

里
四
町
五
〇
間
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た

(期
藤
懿

瓢
澱

覚
↓

。

そ

し

て
、

い
わ

ゆ

る
奈

良

町

へ
の
入

口
は
、

奈 良町入 口11か所

 

小
さ
な
野
道
は
別
と
し
て
、

一
一
か
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
入
口
に
定
杭
が
あ
り
、
木
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
天
理
図
書
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
絵
図
を
、
わ
か
り
や
す
く
し
て
右
に
示
し
て
お
く
。

関
ケ
原
の
戦

い
の
の
ち
、

奈
良
は
大
久
保
長
安
の
家
臣
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。

そ

の
う
ち
慶
長
十
三
年

(宍
〇八)
に
な

っ
て
、
伊
賀
上
野
の
筒
井
定
次
が
不
行
跡

の
ゆ
え
に
所
領
を
没
収
さ
れ
、

定
次
と
そ
の
子
順
定

の

父
子
が
奥
州
に
流
罪
と
な
る
事
件
が
起

こ
っ
た
。

こ
の
事
件
は
、
筒
井
氏
の
旧
臣
で
あ

っ
た
中
坊
秀
祐

の
訴
え
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ

大

坂

陣

と

奈

良
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第一章 奈良町の成立

る
が
、
遠
因
は
豊
臣

・
徳
川
の
対
抗
関
係
に
あ

っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
と
き
、
定
次
の
重
臣
で
あ

っ
た

松

倉

重
-政

は
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
軍
功
に
よ
っ
て
宇
智
郡
二
見
城
に

一
万
石
を
与
え
ら
れ
、
小
堀
遠
江
守
政

一
も
添
上
郡
な
ど
で
八
〇
〇
〇
石
を

与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

家
康
は
、

慶
長
十
八
年

(
ニハ三
)
に
大
久
保
長
安
が
病
ん
だ
た
め
、
中
坊
秀
祐
の
子
秀
政
を
起
用
し
て

長
安
を
助
け
さ
せ
、
や
が
て
長
安
没
後
の
奈
良
奉
行
に
任
命
し
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
は
、
大
和
の
名
族
筒
井
家
の
絶
え
る
こ
と
を

惜
し
ん
で
、
そ
の

一
族
で
福
住
に
閉
居
し
て
い
た
主
殿
助
定
慶

に

一
万
石
を
与
え
て
郡
山
城
に
在
番
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
大
和
出
身
の
筒
井
氏
や
中
坊
氏
の
大
和
で
の
起
用
や
、
郡
山
城

の
確
保
も
、
実
は
家
康

の
大
坂
陣
を
ひ
か
え
て
の
布
石

で
あ

っ
た
。

慶
長
十
九
年

(
ニハ一四
)
の
冬
、
い
わ
ゆ
る
大
坂
冬
の
陣
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
、隣
接
す
る
大
和
に
と
っ
て
は
大
き
な
衝
撃
で
あ

っ
た
。

春
日
社
家
の
辰
市
祐
員
ら
が
大
坂
方
に
馳
せ
参
じ
て
い
る
が
、
家
康
は
奈
良
奉
行
の
中
坊
秀
政
に
命
じ
て
、
奈
良

の
戦
備
を
整
え
さ
せ
、

町
民
が
武
具
を
大
坂
へ
売
る
こ
と
を
禁
止
し
、
大
和
国
内
の
諸
侯

に
は
大
和

口
の
先
鋒
を
つ
と
め
る
藤
堂
高
虎
の
軍
に
従
わ
せ
た
。
十

月
二
十
五
日
、
高
虎
は
伊
勢

・
伊
賀
の
軍
を
率
い
て
郡
山
に
着
陣
し
、
大
和

の
本
多

・
松
倉

・
桑
山
ら
の
諸
侯
や
、
奥
田
忠
次

.
神
保

相
茂
ら
在
地
の
軍
士
を
合
わ
せ
て
、
翌
日
龍
田
越
え
で
河
内
に
進
出
し
た
。
や
が
て
、
十

一
月
十
五
日
に
は
、
家
康
も
京
都
二
条
城
か

ら
奈
良

へ
入

っ
て
奉
行
中
坊
秀
政
の
邸
を
本
陣
と
し
、翌
日
に
は
法
隆
寺
の
阿
弥
陀
院
実
秀
の
許
に
い
た
り
、や
が

て
摂
津
住
吉
に
陣
を

進
め
た
。
こ
の
と
き
中
坊
秀
政
も
、
十
津
川
の
郷
士
ら
を
率
い
て
家
康
に
従

っ
た
。

こ
う
し
て
大
坂
城
は
包
囲
さ
れ
た
が
、
十
二
月
に

な

っ
て
織
田
長
益
ら
の
斡
旋
に
よ

っ
て
、
両
軍
の
間
に
和
議
が
成
立
し
、
大
和
の
諸
軍
も
そ
れ
ぞ
れ
所
領
に
帰

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
元
和
元
年

(ご
ハ一五)
の
夏
に
な

っ
て
、
L両
者
の
和
睦
が
破
れ
、

大
坂
夏
の
陣
が
起

こ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
郡
山
城
城

番
筒
井
主
殿
助
が
大
坂
方

の
勧
誘
を
断
わ

ウ
た
た
め
に
、
大
坂
城
か
ら
大
野
治
房
が
郡
山
城

の
攻
略
に
向
か
い
、

ま
た
筒
井
氏
の
旧
臣

箸
尾

・
万
財

・
布
施
ら
の
大
和
武
士
も
郡
山
を
襲

っ
た
。
城
番
筒
井
主
殿
助
は
、
な
す
と
こ
ろ
な
く
敗
走
し
て
福
住
に
逃
れ
た
の
で
、
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大
野
勢
ら
は
郡
山
城
下
を
焼
き
、
さ
ら
に
奈
良
に
向
か
っ
て
進
撃
し
た
。
し
か
し
、
奈
良
の
備
え
は
堅
く
、
大
坂
方
も
や
む
な
く
引
き

上
げ
た
の
で
、
奈
良
は
兵
火
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

夏

の
陣
に
は
、
家
康
軍
の
勇
将
と
し
て
知
ら
れ
た
三
河
国
刈
屋
の
城
主
水
野
日
向
守
勝
成
が
大
和
口
の
第

一
陣
を

つ
と
め
、
松
倉
ら

の
大
和
勢
は
多
く
こ
の
水
野
軍
に
加
わ
り
、
戦
果
を
あ
げ
た
。

こ
の
間
、
奈
良
奉
行
の
中
坊
秀
政
が
牒
報
活
動
に

つ
と
め
、
柳
生
宗
矩

が
徳
川
軍
の
道
案
内
役
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
五
月
、
大
坂
城
は
つ
い
に
陥
落
し
、

こ
こ
に
徳
川

氏
に
よ
る
新
し
い
権
力
は
、
ゆ
る
ぎ

の
な
い
も
の
に
な

っ
た
。

再
度
に
わ
た
る
大
坂
の
陣
で
、

豊
臣
氏
が
滅
亡
す
る
と
、

家
康

に
よ
る
諸
大
名

の
移
封

・
加
増

・
改
易
な
ど
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

た
。
大
和
で
も
相
当
の
変
動
が
あ

っ
た
。
ま
ず
、
大
和
の
名
門
筒
井
氏
の
没
落
で
あ
る
。
さ
き
に
伊
賀

の
所
領
を
没
収
さ
れ
、
鳥
居
忠

政

に
お
預
け
の
身
に
な

っ
て
い
た
筒
井
定
次

・
順
定
の
父
子
は
、
大
坂
方

へ
の
内
通
の
疑
い
を
受
け
て
死
を
命
じ
ら
れ
、
ま
た
郡
山
城

か
ら
敗
走
し
て
い
た
筒
井
主
殿
助
正
次
は
責

め
を
負

っ
て
自
殺
し
、
こ
こ
に
筒
井
氏
は
断
絶
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
代
わ

っ
て
郡
山

城
に
は
、
徳
川
譜
代
の
大
名
で
夏
の
陣
に
戦
功
の
あ

っ
た
水
野
日
向
守
勝
成
が
封
じ
ら
れ
、
三
万
石
を
加
増
さ
れ
て
、
添
上

・
添
下

・

平
群

・
式
下

・
広
瀬
五
郡
の
内
で
六
万
石
を
領
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、
宇
陀
松
山
の
福
島
高
晴
が
乱
行
で
改
易
さ
れ
た
あ
と
に
は
、
織
田
信
長
の
子
信
雄
が
封
じ
ら
れ
、
高
取

の
本
多
氏
と
御
所

・

新
庄
の
両
桑
山
氏
は
旧
領
を
安
堵
さ
れ
た
。
小
泉

・
竜
田
の
両
片
桐
氏
は
加
増
さ
れ
、
織
田
長
益
も
大
和

・
摂
津

で
三
万
石
を
領
し
た

が
、

こ
れ
は
の
ち
、
柳
本

・
芝

(戒
重
)
の
両
織
田
氏

に
分
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
五
條
二
見

の
城
主
松
倉
重
政

は
、
戦
功
に
よ
っ
て

肥
前
国
島
原
に
移
り
、
こ
こ
に
大
和
武
士
の
流
れ
を
く
む
大
名
が
す
べ
て
大
和
か
ら
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
戦
後
処
理
の
段
階
を
経
て
、
幕
府
権
力
安
定
化
の
た
め
に
、
大
和

一
国
内

の
領
有
関
係
の
変
動
は
つ
づ
け
ら
れ
た
。
元
和

五
年

(一六
充
)
に
は
、

郡
山
城
主
水
野
勝
成
が
備
後
国
福
山
に
移
り
、

後

に
は
大
坂
城
か
ら
松
平
下
総
守
忠
明
が
入
り

一
二
万
石
を
領
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し
た
。
ま
た
、
伊
勢
国
津
城
主
藤
堂
高
虎
も
同
年
山
城

・
大
和
の
地
に
五
万
石
を

加
増
さ
れ
た
。
高
取

の
本
多
家
は
断
絶
し
て
、
譜
代
の
植
村
氏
に
代
わ
り
、
両
桑

山
氏
と
竜
田
の
片
桐
氏
も
江
戸
時
代
中
期
ま
で
に
は
断
絶
し
、
宇
陀
松
山
の
織
田

氏
も
の
ち
に
丹
波

に
移
さ
れ
た
。
そ
れ
に
代
わ

っ
て
、
新
た
に
大
和
国
内
で
藩
封

を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
柳
生
の
柳
生
氏
、
新
庄
の
永
井
氏
な
ど
が
あ
り
、
慶
応

四
年

(明
治
元
年

一八
六
八
)
に
は
田
原
本

の
平
野
氏
が
大
名
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
郡

山
藩

の
ほ
か
は
小
藩
が
分
立
し
、
そ
の
他
幕
領

・
旗
本
領

・
寺
社
領
が
細
か
く
入

り
組
ん
だ
近
世
大
和

の
領
有
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

現
奈
良
市
域
の
所
領
関
係
は
、
旧
奈
良
町
を
中
心
と
す
る
幕
府
直
轄
領
の
ほ
か

に
大
名
領
と
し
て
柳
生
藩

・
津
藩

・
久
居
藩

・
郡
山
藩

・
小
泉
藩
の
領
地
が
あ

っ

い
し
こ

た
。
ま
た
藩
領
以
外

に
も
、
興
福
寺
春
日
社
領
そ

の
他

の
諸
寺
社
領

・
旗
本
石
河

す
な
み

氏

領

・
同
角

南

氏
領

な

ど

が
散

在

し

て

い
た

(90
ペ
ー
ジ

図
参
照

)
。

第一章 奈良町の成立

奈

良

奉

行

江
戸
時
代

の
奈
良
町
支
配
の
中
枢
は
奈
良
奉
行
で
あ

っ
た
。
奈
良
奉
行
は
諸
書
に
よ

っ
て
そ

の
名
称
が
異
な

っ
て

お
り
、

「奈
良
町
御
奉
行
」

・

「南
都
町
奉
行
」

・
「
南
京
奉
行
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
以
下

『徳
川
実

紀
』
な
ど
に
よ

っ
て

「奈
良
奉
行
」
の
名
称
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

奈

良

奉

行

の

設

置
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さ
て
、
奈
良
町
に
奉
行
職
が
置
か
れ
た
年
代
や
、
最
初
の
奉
行
に
つ
い
て
も
、諸
記
録
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、

「奈
良
旧
記
」
(馨

靆

)
で
は
初
代
奉
行
と
し
て
井
上
源
五
高
清
の
名
を
あ
げ
、

そ
の
在
職
を
天
正
十
年

(竃
八二)
か
ら
慶
長
五
年

C宍
00)
ま
で
と
し
、

原
田
仁
右
衞
門

・
初
鹿
野
加
右
衛
門

・
鈴
木
左
馬
助

・
中
坊
秀
政
ら
を

つ
づ
い
て
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
井

上
源
五
は
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
豊
臣
秀
長
の
奈
良
代
官
で
あ
り
、
原
田

・
初
鹿
野

・
鈴
木
の
三
人
は
江
戸
幕
府
の
奈
良
代
官
大
久

保
長
安
配
下
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
井
上
源
五
や
大
久
保
長
安
ら
が
、
奈
良
町
の
司
法

・
行
政
を
み
た
こ
と
は
事
実
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

奈
良
奉
行
職
の
始
源
は
、

慶
長
十
八
年

(
一六一三
)
に
任
命
さ
れ
た
中
坊
飛
騨
守
秀
政
に
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
奈
良
町

は
、
堺

・
長
崎
な
ど
と
同
列
に
並
ぶ
遠
国
奉
行
配
置
の
町
に
列
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
や

『
徳
川
実
紀
』

に
は
、

秀
政

の
父
秀
祐
が
す
で
に
奈
良
の
奉
行
に
な

っ
た
と
記
さ
れ
、

慶
長
十
四
年

(ご
ハ〇九)
に
秀
政
が
父
の
原
職
に
つ
い
で
奈
良
奉

行
に
な
り
、
近
江

・
大
和
の
幕
領
を
支
配
し
た
と
み
え
て
い
る
。

中
坊
氏
は
も
と
も
と
大
和
の
土
豪
で
、

筒
井
氏
に
属
し
、

筒
井
氏
が
伊
賀
に
移
さ
れ
る
と

そ
の
家
老
職

に
つ
い
て
い
た
。

と
こ
ろ

が
、
関
ケ
原
の
戦
後
秀
祐
は
大
久
保
長
安
に
接
近
し
、
吉
野
郡
に
三
五
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
、
大
和

・
近
江
の
幕
領
代
官
を
勤
め
、
や

が
て
南
都
の
こ
と
に
関
与
す
る
よ
う
に
な

っ
.て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
中
坊
氏
が
代

々
興
福
寺
の
衆
徒
と
し
て
、
春
日
社
の
造
営
や
神

事
を
奉
行
し
て
い
た
家
柄
で
、
秀
祐
も
ま
た
そ
の
実
績
を
も

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
南
都
は
春
日
社

・
興
福
寺
の
諸
行
事
が
と
く

に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と

い
う
特
別
な
町
で
あ
り
、
そ
の
支
配
に
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
処
理
し
得
る
人
物
を
長
安
が
必
要
と
し
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
秀
祐
の
跡
を
つ
い
だ
秀
政
も
長
安
を
助
け
、

慶
長
十
八
年

(
1　
111)
の
長
安
没
後
、

正
式

に
奈
良
奉
行

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

中
坊
秀
政
は
奈
良
町
の
司
法

・
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
と
と
も
に
、
長
安
が
代
官
を
勤
め
て
い
た
吉
野
郡
の
幕
領
支
配
を
委
ね
ら
れ
、
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下
市
に
役
所
を
お
い
て
こ
れ
を
支
配
し
た
。
ま
た
、
春
日
若
宮
祭
礼
に
際
し
、
松
の
下
式
に
検
知
役
と
し
て
臨
ん
で
、
将
軍
家
の
代
官

と
し
て
の
威
を
示
し
、
慶
長
十
七
年

(
ごハ三
)
と
寛
永
八
年

(
一六三
一)
の
二
度
に
わ
た
り
春
日
社
造
営
の
奉
行
を
勤

め
て
い
る
。

秀
政
に
つ
い
で
、
そ
の
養
嗣
子
時
祐
も
奈
良
奉
行
に
な

っ
た
。
大
和
の
出
身
で
あ
る
中
坊
氏
二
代
が
、
相

つ
い
で
約
半
世
紀
に
も
わ

た

っ
て
奈
良
奉
行
職
を
勤
め
た
の
は
、
中
世
の
名
残
り
が
た
だ
よ
う
幕
藩
制
成
立
期
の
奈
良
町
支
配
に
は
、
そ
の
間
の
事
情
に
よ
く
通

じ

た
も
の
が
求
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

豊
臣
秀
長
の
奈
良
代
官
井
上
源
五
は
、
椿
井
町
の
中
坊
氏
屋
敷
を
政
庁
と
し
て
政
務
を
と

っ
た
。

つ
い
で
奈
良

町
を
支
配
し
た
大
久

保

長
安
も
、
は
じ
め
井
上
源
五
と
同
じ
く
椿
井
町
に
政
庁
を
お
い
た
。

そ
の
後
、
慶
長
七
年

(ニ
ハ〇二)
に
な

っ
て
、

町
支
配
の

一
新
を

は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

椿
井
町
屋
敷
か
ら
大
豆
山
郷

(半
田
開
)
に
代
官
役
所
を
新
築
し
た
。

な
お
椿
井
町
屋
敷
は
奈
良

町
惣
年
寄
会
所
と
し
て
残
さ
れ
た
。

中
坊
秀
政
は
奈
良
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
当
初
、
そ
の
自
宅
を
奉
行
屋
敷
と
し
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
本
格
的
に
奉
行
所
の
造
営

に
と
り
か
か

っ
て
い
る
。
そ
の
位
置
は
、
現
在
の
奈
良
女
子
大
学
の
所
在
地
に
あ
た
り
、
東
は
鍋
屋
町
黒
門
通
り
を
北

へ
見
通
し
、
南

は
宿
院
町
裏
ま
で
、
西
は
南
法
蓮
町
の
東
面
に
接
し
、
北
は
北
魚
屋
西
町
の
裏
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。

こ
の
た
め
地
域
内
に
あ

っ
た

称

名
寺
は
西
方

の
菖
蒲
池
町
に
移
さ
れ
、
ま
た
法
蓮
村

へ
の
道
路
は
切
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
奉
行
所
の
敷

地
は
東
西

.
南
北
と

も
ほ
ぼ
九
二
間
、
総
坪
数
八
六
七
五
坪
余
で
、
こ
の
規
模
は
近
世
の
奉
行
所
と
し
て
は
類
を
み
な
い
も
の
と
い
わ
れ
る
。
東
に
正
門
が

あ
り
、
囲
み
の
中

に
は
二
八
棟
の
建
物
が
あ

っ
た
。
江
戸
時
代
中
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
奉
行
所
の
建
物
配
置

の
主
な
部
分
は
次
ぺ

ー
ジ
の
図
の
と
お
り
で
、

こ
の
図
に
入
ら
な
い
西
南
部
に
は
庭
園
、
西
北
部
に
は
東
西
に
長
い
土
蔵
が
あ

っ
た
。
南
面
す
る
書
院
は
玄

関
の
左
に
あ
り
、
町
民
ら
の
あ
い
さ
つ
の
場
で
あ
り
公
事
場
で
あ

っ
て
、
奉
行
所
内
の
も

っ
と
も
重
要
な
部
分
を
な
し
て
お
り
、
庭
に

面
し
て
白
洲
が
あ

っ
た
。
奉
行
の
居
間
は
書
院

の
後
ろ
に
別
棟
を
な
し
、
与
力

・
同
心
の
詰
所
な
ど
が
そ
の
近
く
に
あ

っ
た
。

45



奈 良 奉 行 略 図(大宮兼守氏蔵)

④長屋 ②土間 ③近習部屋 ④惣雪隠 ⑤入口 ⑥雪隠

⑦勝手門 ⑧足軽 ⑨腰掛 ⑩御門番部屋 ⑪表長屋門
⑫徒士町代部屋 ⑬見付長屋 ⑭町代部屋 ⑮馬繋

⑯門番部屋 ⑰南門 ⑱勝手口 ⑲町代 トモカヨイ道
⑳薪祭礼道具蔵 ⑳塀重門 ⑳射場 ㊧使者之間 ⑳玄関

⑳式台 ⑳板縁 ⑳与力番所 ・会議所 ⑳物置 ⑳書物置
⑳床 ⑳日覆 ⑫書院公事場 ⑳小座敷 ⑭縁側

⑳料理之間 ⑳板敷 ⑰坊主部屋38部 屋 ⑳廊下
⑳用部屋@居 間・寝間 ⑫武具蔵 ⑬土蔵

(注 省略した北の部分には中間長屋3棟、厩屋などがみられる)
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奈
良
奉
行
所
の
遺
構
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
、
奈
良
女
子
大
学
講
堂
建
設
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
に
当
た
っ
て
検
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
奉
行
所
の

北
面
の
濠
と
そ
の
北
側
の
北
魚
屋
西
町
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
姿
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
は

『奈
良
女
子
大
学
構
内
遺

跡
発
掘
調
査
概
報
』
に
報
告
さ
れ
、
そ
の
中
で
菅
原
正
明
民
が
そ
の
景
観
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
な
お
奉
行
所
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、
同
報
告
の

村
田
修
三
氏
の
あ
げ
た
、
他
の
奉
行
所
の
広
さ
ー

た
と
え
ば
、
大
坂
東
町
奉
行
所
二
九
六
〇
坪
、
京
都
東
町
奉
行
所
五
三
二
七
坪
、
堺
奉
行
所
五

〇
〇
〇
余
坪
、
X

1
0
0
0
坪
は
与
力
屋
敷
、
新
潟
奉
行
所

一
二

五
七
余
坪
な
ど
ー
ー
と
比
較

す
る
こ
と
が
で
き

る
。

幕
末

に
奈
良
奉
行
と

し
て
赴

任

し
て
き
た
川
路

聖
謨

の

『
寧
府
紀
事
』

に

「
奈
良

の
御
役
所
玄
関
前
は
立
派
な

る
こ
と
に
て
、

表
向

は
長
屋
門
玄
関
太
鼓
や
く
ら
等

に
至

る
迄
悉

つ
二
瓦
葺

に
て
、

五
、
六
万
石
位

の
大
名

の
立
派
な
る
か
こ
と
し
、

さ
れ
共
慶
長
已
前

の
普
請

の
ま
乂
な
る

へ
け
れ

は
き
れ

い
に
は
あ
ら
す
」
と
あ

る
の
も
参
考
と
な
ろ
う
。

第一章 奈良町の成立

な
お
秀
政
以
後
幕
末
に
い
た
る
ま
で
の
奈
良
奉
行
の
歴
代
は
、
巻
末
付
表
1
と
し
て
収
め
た
。
こ
の
間
で
注
意

さ
れ
る
の
は
、
元
禄

九
年

(ニ
ハ九六
)
に
内
田
守
政
と
妻
木
頼
保
の
二
人
が
同
時
に
奉
行
に
任
命
さ
れ
、

つ
い
で
内
田
の
病
気
退
職
後
、

横
山
元
知
が
補
任
さ

れ
て
横
山
が
退
任
す
る
元
禄
十
五
年
ま
で
は
、
奈
良
奉
行
は
二
人
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

一
人
が
江
戸
に
駐
在

す
る
た
め
で
あ
る
な
ど
と
も
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
情
は
他
の
時
期
に
も
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ

の
理
由
は
不
明
と
い

う
ほ
か
は
な
い
。

幕
藩
制
成
立
期
の
上
方
支
配
は
、
京
都
所
司
代
を
中
心
に
、
大
坂
町
奉
行

・
堺
町
奉
行
や
京
都
近
郊
の
淀

・
長
岡

藩
(麻
井
)ら
に
よ
る
合
議
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
奈
良
町
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
そ
の
体
制
に
組

み

込

ま

れ
、
奈
良
奉
行
設
置
以
来
、
京
都
所
司
代
を
通
し
て
法
令

の
伝
達
に
あ
ず
か
り
、
民
政
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
上
方
独
自
の
支
配
体
制
は
、

寛
永
十

一
年

(
宍
三四
)
の
三
代
将
軍
家
光
の

上
洛
を
契
機
に

一
層
強
化

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
同
年
、
幕
府
は
五
味
豊
直
と
小
堀
政

一
を
そ
れ
ぞ
れ
京
と
伏
見
の
代
官
奉
行
に
任
命
し
、
五
畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
公
事
訴
訟

の
こ
と
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
(
『寛
政
重
修

諸
家
譜
』
)。
五
畿
内
か
ら
近
江

・
丹
波

・
播
磨

に
ま
た
が
る
広

い
範
囲
の
、
領
主
を
越
え
た
事
件

奉

行

所

機

構

の

確

立
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を
管
掌
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
上
方
支
配
の
強
化
を
は
か

っ
た
も
の
で
、
大
和

一
国
の
公
事
訴
訟
も
両
人
の
手

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。
従

っ
て
こ
の
時
期
の
奈
良
奉
行
は
、
京
都
所
司
代
ー

代
官
奉
行
の
も
と
で
、
奈
良
町
の
民
政
に
の
み
責
務
を
負

っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
期
の
奈
良
奉
行
で
あ

っ
た
中
坊
時
祐
は
、
代
官
職
を
兼
ね
、
近
江

・
大
和
の
幕
領

を
支
配
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
支
配
地
の
民
政
や
年
貢
徴
収
は
、
奈
良
奉
行
職
と
は
別
の
立
場
で
遂
行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

幕
藩
制
成
立
期
の
所
司
代
体
制
と
で
も
い
う
べ
き

こ
の
上
方
支
配
体
制
は
、

京

・
大
坂
な
ど
の
都
市
の
民
政
が
煩
雑
化
す
る
こ
と

や
、
小
藩

・
旗
本
領

・
寺
社
領
が
複
雑
に
入
り
組
む
こ
の
地
域
の
特
性

に
対
応
し
て
、
や
が
て
よ
り
有
効
な
支
配
体
制
に
変
質
し
て
行

か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

寛
文
四
年

(
ニハ六四)
に
は
代
官
奉
行
か
ら
京
都
代
官
が
独
立
し
、

こ
れ
ま
で
代
官
奉
行

の
も
と
で
行
な
わ
れ

た
禁
裏
御
料
や
幕
領
の
支
配
を
こ
れ
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
、

同
八
年

(一六六八)
に
は
代
官
奉
行
宮
崎
重
成

・
雨
宮
正
種

が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
京
都
町
奉
行
職
に
任
命
さ
れ
た
。
京
都
町
奉
行
は
、
代
官
奉
行
の
職
掌
の
う
ち
、
五
畿
内

・
近
江

・
丹
波

・
播

磨
の
公
事
訴
訟
の
こ
と
を
受
け

つ
い
で
い
る
。
代
官
奉
行
の
職
掌
を
二
つ
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
方
支
配
の
効
率
化
を
は
か

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
上
方
支
配
体
制
の
再
編
成
の
動
き
の
中

で
、

奈
良
奉
行
も

ま
た
大
き
く
変
質
し
て
い
っ
た
。

慶
長
十
八
年

(一1;1b1)
以
来
、
父
子
二
代
奈
良
奉
行
を
勤
め
て
き
た
中
坊
氏
は
、

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

奈
良
町
寺
社
勢

力
と
深

い
関
係
を
持

っ
て
い
た
。
従

っ
て
幕
藩
制
成
立
期

の
奈
良
町
支
配
に
は
、
中
坊
氏
の
存
在
は
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
幕

府
に
よ
る
統

一
的
な
全
国
支
配
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
障
害
に
な

っ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

寛
文
三
年

(宍
六三)
十
月
、
奈
良
奉
行
中
坊
時
祐
は
老
齢
(黏
三
)を
理
由
に
奉
行
職
を
辞
し
た
。
そ
の
年
齢
か
ら
み
て
決
し
て
不
自
然
な

こ
と
で
は
な
い
が
、
奈
良
町
寺
社
勢
力
の
側
で
は
、
「当
国
之
所
職
代
廿
余
年
サ

ハ
キ
被
申
怖
也

(中
略
)
久
≧
ナ
シ
ミ
ト
申
残
多
怖
事
、

江
戸
よ
り
上
付
替
お
と
か
し
由
也
」
(鮎
舘
腑
櫞
唯
)と
そ
の
辞
任
を
惜
し
み
、
ま
た
将
来

へ
の
不
安
を
書
き
し
る
し
て
い
る
。
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翌
四
年

(
宍
六四)
四
月
、
遠
洲
荒
居
奉
行
か
ら
旗
本
土
屋
忠
次
郎
利
次
が
奈
良
奉
行
に
転
じ
て
き
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
中
坊
時

祐
が
兼
務
し
て
い
た
代
官
職
を
解
き
、
新
た
に
大
和
の
幕
領
を
預
か
る
奈
良
代
官

(後
述
)
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

五
味
藤
九
郎

豊
旨
が

こ
れ
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
奉
行
と
代
官
の
分
置
の
こ
と
は
、
幕
府
の
上
方
支
配
機
構
の
改
革

の

一
環
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
の
奈
良
奉
行
は
、
興
福
寺

・
東
大
寺

・
多
武
峯

・
春
日
社
お
よ
び
吉
野
郡
寺
社
を
除
く

大
和

一
国
の
寺
社
支
配
、
大
和

一
国
中

へ
の
法
令
伝
達
や
治
安
維
持
だ
け
を
そ
の
任
務
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
(
「爛
醂
稼
)。

さ
て
、
奈
良
町
寺
社
勢
力
と
の
個
人
的

つ
な
が
り
を
も
た
な
い
幕
府
官
僚
の
土
屋
利
次
は
、
就
任
以
来
町
火
消
役
新
設
問
題
(嶢
整
触旌

・
薪
能
縄
張
事
件
(同
年
)
・
春
日
神
鹿
殺
傷
事
件
(鞆
八
)な
ど
相
次
い
で
奈
良
町
寺
社
勢
力
と
の
間
に
摩
擦
を
引
き

お
こ
し
た
。
中
坊
時

祐
辞
任
に
あ
た
っ
て
、
奈
良
町
寺
社
勢
力
が
お
ぼ
ろ
げ
に
感
じ
た
不
安
は
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

土
屋
自
身
は
寛
文
九
年

(一六六九)
十

一
月
、
春
日
社
遷
宮
奉
行
問
題
に
か
か
わ
っ
て
失
脚
し
て
い
る
が
、

寛
文
年
間

(
一は
拡
ン
)
の

上

方
支
配
体
制
再
編
成

の
な
か
で
、
奈
良
町
支
配
も
変
質
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
統

一
的
な
全
国
支
配
を
推
し
進

め

る

幕

府

と
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
奈
良
町
寺
社
勢
力
の
二
つ
の
力
の
相
克
の
間
か
ら
、
近
世
都
市
と
し
て
の
奈
良
町
が
生
ま
れ
て
ゆ
く
姿
が
、
こ

の
過
程
の
中
で
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

土
屋
奉
行
失
脚

の
事
情

を

『
徳
川
実
紀
』
は

つ
ぎ

の
よ
う

に
記

し
て
い
る
。
「奈
良
奉
行
土
屋
忠
次
郎
利
次
職
奪
は
れ
、
門
と
ざ
し
家
に
こ
も
ら
し

め
ら
る
、

こ
は
春

日
社
御
造
営

の
事
、
五
師
役
者
等
が
議
す
る
所

を
聞
、

所
存
を
も

て
指
揮
す
べ
き
旨
命
ぜ
ら
れ
し
を
あ

や
ま
り
、
を
の
れ
御
造
営

の
奉
行
仰
付
ら
れ
し
よ
し
、

五
師
役
者
等
に
ふ
れ

わ
た
し
け
る
を
も

て
、

一
乗
院
門
跡
真
敬
法
親
王
、

先

々
武
家
よ
り
御
造
営

の
奉
行
を

つ
け
ら
れ

た
る
例
な
き

よ
し
訴
ら
れ
た
る
に
よ
て
な
り
」

心 与

'力

郷

同 と

心 同

奈
良
奉
行
所
に
は
当
初
、
与
力

・
同
心
は
置
か
れ
て
い
な
か

っ
た
。
初
代
奉
行
中
坊
秀
政
の
こ
ろ
に
は
、
そ
の
家

老
で
あ
る
辻
七
左
衛
門

・
服
部
甚
助

・
倉
鹿
野
五
左
衛
門
ら
が
政
務
を
た
す
け
、

町
政
に

つ
い
て
は
惣
年
寄

(後
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述
)
が
補
佐
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
奈
良
の
発
達
に
と
も
な
い
民
政
が
煩
雑
に
な

っ
て
く
る
と
、
奉
行
の
下
で
働
く
与
力

・
同
心
の
設
置

が
望
ま
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
秀
政
の
あ
と
奈
良
奉
行
に
な

っ
た
中
坊
時
祐
は
、

慶
安
二
年

(
一六四九)
の
暮
れ
、

幕
府
に
与
力

・
同
心

の
設
置
を
願

い
出
、

翌
三
年

(一六五〇)
に
な

っ
て
、

長
崎
奉
行
所
並
み
と
し
て
、

与
力
六
騎

・
同
心
三
〇
人
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
与

力
は
初
め
六
人
で
あ

っ
た
が
、
寛
文
年
間

(一猷
拡
ン
)
土
屋
利
次
の
と
き
に
二
人
増
員
さ
れ
、
そ
の
後

一
～
二
人
の
欠
員
が
あ

っ
て
も
、

原
則
と
し
て
八
人
の
定
数
に
な
っ
て
い
た
。
給
米
は

一
五
〇
石
四
ッ
成
で
取
米
六
〇
石
で
あ

っ
た
が
、
定
数
が
八
人
に
な

っ
て

か

ら

は
、

一
律
四
五
石
宛
に
減
石
さ
れ
、
幕
末
に
い
た
っ
て
い
る
。

与
力

.
同
心
が
設
け
ら
れ
る
と
、

そ
の
屋
敷
が
奉
行
所
の
周
辺
に
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

安
政
七
年

(天
六〇
)
の

「南
都
御

役
録
」
に
よ
れ
ば
、
奉
行
所
禅
門
の
東
側
に
与
力
屋
敷
五
軒
、
ま
た
佐
保
川
の
北
に
あ
る
多
聞
屋
敷

(卿
隙
融
)
に
は
与
力
屋
敷
二
軒

・
同

心
屋
敷
二
五
軒
の
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
与
力
屋
敷
は
三
〇
〇
坪
(藤
塹
X

1
1
10
坪

(多
聞
)
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
多
聞
屋

敷
は
、
か
つ
て
松
永
久
秀
の
多
聞
城
下
の
侍
屋
敷
の
跡
地
で
、
川
上
村
領

の
高

一
二
石
九
斗
七
升
七
合
と
、
法
蓮
村
の
荒
地
の

一
部
に

含
ま
れ
、
承
応
四
年

(
宍
豊
)
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
引
き
な
ら
し
、
屋
敷
地
に
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

与
力
は

一
代
抱
え
で
は
な
く
、
正
規
の
幕
臣
で
あ

っ
た
が
、
種
々
の
事
情

に
よ

っ
て
入
れ
替
え
が
あ

っ
た
。
は
じ
め
井
関
六
太
夫

・

(平
)

中
村
十
左
衛
門

・
荒
山
権
太
夫

・
十
楚
勘
右
衛
門

・
多
羅
尾
宇
兵
衛

・
森
屋
庄
右
衛
門

の
六
人
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
、
奉
行
と
と
も
に

来
寧
し
た
り
、
薪
た
に
召
抱
え
ら
れ
た
り
し
て
、
中
条

・
河
村

・
羽
田

・
橋
本

・
玉
井
家
な
ど
が
与
力
職
に
つ
い
て
い
る
。
明
和
年
間

(
屠
跡
ぎ

以
後
に
は
、

中
条
(
二
軒
)
・
羽
田
(
二
軒
)
・
橋
本

・
斎
藤

・
玉
井
の
七
家
の
世
襲
と
な
っ
て
幕
末
に
い
た

っ
た
。
与
力
の
職
務

は
初
期
の
時
代
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
幕
末
に
な
る
と
巻
末
付
表
3
の
よ
う
な
内
容

に
な
っ
て
い
た
。

同
心
は
初
め
三
〇
人
お
か
れ
、
内
小
頭
が
二
人
で
あ
り
、
残
り
は
平
同
心
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
屋
敷
は
多
聞
屋
敷
に
与
え
ら
れ
、
小
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頭

が

一
五
〇
坪
、
平
同
心
が

一
〇
〇
坪
と
定
ま
っ
て
い
た
。
同
心
の
定
数
は
そ
の
後
、
土
屋
利
次
の
と
き
に
五
人
減
員
さ
れ
二
五
人
に

な

っ
て
い
る
。
五
人
の
減
員
分
の
給
分
で
、
新
た
に
奈
良
回
り
八
か
村
の
内
か
ら
同
心
二
〇
人
の
取
り
立
て
が
行
な

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
と

こ
の
同
心
を
と
く
に
郷
同
心
と
呼
ん
で
、
正
規
の
同
心
と
は
区
別
し
た
が
、
奈
良
町
の
発
達
に
伴
い
奈
良
回
り
八
か
村
が
奈
良
町
に
組

込

ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
春
日
祭
礼
や
薪
能
、
ま
た
老
中
の
巡
見
な
ど
の
と
き
人
数
が
必
要
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
に
ょ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

同
心
の
給
分
は
七
石
二
人
扶
持
と
定
め
ら
れ
、
取
米
は

一
人
に
つ
き

一
〇
石
八
斗
四
升
に
な

っ
て
い
た
。

一
代
抱
え
を
た
て
ま
え
と

し
た
た
め
、
設
置
当
初
以
来
大
幅

に
入
れ
か
え
ら
れ
、
安
永
年
間

(一七
七
二

～
八
〇
)
に
二
四
人
を
数
え
た
同
心
の
う
ち
、
設
立
時
期
か
ら
つ
づ

く
家
は
五
軒
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
同
心
の
職
務

に
つ
い
て
も
初
期

の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
幕
末
に
は
巻
末
付
表
4
の
よ
う
に

な

っ
て
い
る
。
郷
同
心
の
給
与
は

一
石
七
斗
五
升
、
う
ち
小
頭
二
人
は
五
斗
増
し
で
あ

っ
た
。

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

寛
文
四
年

(=
ハ六四)
四
月
、
奈
良
代
官
が
新
設
さ
れ
た
。

前
年

の
十
月
に
奈
良
奉
行

奈

良

代

官

を
辞
し
た
中
坊
時
祐
が
代
官
を
勤
め
て
い
た
幕
領
支
配
を
引
き
継
ぐ
た
め
で
あ
り
、
五
味
藤
九
郎
豊
旨
が
初
代
の

代

官
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
『翻
飜
騙
)
。

代
官
所
屋
敷

に
は
、
中
御
門
町
西
に
あ

っ
た
中
坊
家
中
屋
敷
が
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
屋
敷
は
、
東
西
六
八
間

・
南
北
五
九
間

・
一
町

三
反
歩
余
に
お
よ
ぶ
広
大
な
も
の
で
あ

っ
た
(臨
購
鄰
欟
噸
糶
麟
覗
嫐
嬲
粁
簾
鰐
計
厨
鎬
艸
駒
甲
)。

こ
の
時
期

の
奈
良
代
官

の
設
置
は
、
寛
文
年
間

(一は
鉱
㌦一)
の
上
方
支
配
体
制
の
再
編
成
の

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

代

官
を
兼
ね
た
奈
良
奉
行
か
ら
幕
領
(元
禄
四
年
一穴空
ま
で
は
奈
良

回
り
八
か
村
は
奉
行
所
付

)
の
支
配
権
を
分
離
し
た
わ
け
で
あ
り
、
煩
雑
化
す
る
奈
良
町
の
民
政
、
ま
た

大

和
幕
領
の
支
配

の
効
率
化
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

奈
良
代
官
の
歴
代
は
巻
末
付
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
五
味
藤
九
郎
か
ら
最
後
の
久
下
藤
十
郎
ま
で
、
途
中
享
保

二
～
四
年
(
一七
一七

～
一九
)
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・
享
保
二
十
年

(
一耋
虱
)
の

一
時
期
を
除
い
て
、都
合

一
五
人
の
代
官
が
赴
任
し
て

い
る
。
そ
の
職
掌
は
前
述
の
よ
う
に
大
和
幕
領
か
ら
の
年
貢
徴
収
権
と
、
他

に
吉

野

一
郡
の
寺
社
裁
判
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た

(
「橋
本
家

文
書
」
)
。
支
配
高
は
六
万
石
か
ら

一
五
万
石
の
範
囲
で
あ
り
、
各
代
官

の
支
配
高
は
表
5
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。
は

じ
め
中
坊
時
祐
が
代
官
を
兼
ね
て
い
た
幕
領
を
引
継

い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
次
第

に
増
加
し
、

元
禄
十
五
年

(一七2
)
に
は
大
和
幕
領

一
四
万
石
余

の

う

ち

半

分

を
、
ま
た
会
田
伊
右
衛
門
の
と
き
は
二
〇
万
石
の
う
ち

一
五
万
石
余
を
支
配
す
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

正
徳
二
年

(一七
三
)
六
月
に
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
た

幕
領
の
大
名

預

か
り
制
度
(曙
嬾
齣
碑
傾
黴
娵
髄
綱
貍
が
、
享
保
改
革
の
中
で
、
享
保
五
～
六
年
(
一比
二
℃
)

ご
ろ
か
ら
復
活
し
は
じ
め
た
。

こ
れ
は
、
代
官
の
算
用
不
正
や
人
材
不
足
を
補
う

た
め
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
同
時
に
領
内
統
治
の
安
定
し
た
、
藩
に
幕

領
支
配
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
で
、
年
貢
徴
収
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
も

の

で
あ

ろ
う
Q

幕
政
全
般

の
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

元
文
二
年

(一七三七)
十

一
月

二
十

六
日
代
官
久
下
藤
十
郎
が
没
し
た
。

こ
れ
に
先
だ
ち
、
す
で
に
同
年
六
月
に
は
、

支
配
高
の

一
部
(訊
幵
研
品
挽
ト
朔
)が
戒
重
藩

(瀧
村
)
織
田
氏
に
預
け
ら
れ
て
い
た
が
、

表5奈 良代官支配高

拠典在 任期 間支 配 高代 官 名

① 厂大和国知行高并郡分帳」

② 「大和国郷帳」

③ 「大和国郷帳」

④ 「和州郷村帳」

⑤ 「大和国高附記」

寛文4～ 寛文11

元禄8～ 元禄13

享保6～ 享保12

享保14～ 享保17

元文元～元文2

石

25139.114

70868.5377

150179.0118

100050.0308

104269.9351

五味 藤九郎

大柴清右衛門

会田伊右衛門

原 新六郎

久下 藤十郎

① 天理図書館蔵 文化6年 写 ② 天理図書館蔵 元禄

15年の郷帳を享保ユ5年に写したもの ③ 天理図書館蔵

嘉永元年写 ④ 大安寺町武野氏蔵 宝暦10年写

⑤ 天理図書館蔵 延享2年 写

 

久
下
の
死
を
き

っ
か
け
に
、
七
三
年
間
に
お
よ
ぶ
奈
良
代
官
所
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
支
配
高

一
〇
万
石
余
は
表
6
の
よ
う
に
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周
辺
の
各
藩
や
代
官

に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

安
永
四
年

(一耄
五)
に
は
、

建
物
を
除
く
五
反
八
畝
余
の
代
官
屋
敷
跡
が
見
取

場
と
し
て
開
発
さ
れ
、

ま
た
代
官
所
建
物
も
同
八
年

(一七芫
)
ま
で
に
は
取
り
払

わ
れ
、
跡
地
は
開
発
さ
れ
て
畑
地
に
な

っ
た
(貼
聴
驢
鞭
麟
驢
嚇
)。

そ
の
後
、

こ
の
地

は
享
和
元
年

(天
〇
一)
の
大
和
郡
山
藩
領
替
地
の
際

「
領
知
足
シ
高
」
と
し
て
郡

山
藩
領

に
編
入
さ
れ
(
覇
齔
獣
轄
鍬
ご
、
幕
末
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

奈
良
町
の
行
政

両
度

に
わ
た
る
大
坂
の
陣
で
豊
臣
氏
が
滅
び
、
そ
の
翌
年
に

は
家
康
も
没
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
家
康
と
秀
忠

・
家
光
の

徳
川
三
代

の
間
に
、
諸
侯
の
移
封

・
加
増

・
改
易
な
ど
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
武

寛

永

の

地

子

免

除

表6奈 良代官支配高大名預け内訳

考備預 け 高

 

名藩

元文2年6月 預り分含む

元文5年 から高取藩へ

元文5年 から高取藩へ

石 勺

50652.3452

20472.0290

27682.7927

3610.3360

1847.4322

 

津

取

重

高

戒

花井 庄九郎

鈴木小右衛門

104264.9351

 

計

延享2年 「大和国高付記」から作成 天理図書館蔵

 

家
諸
法
度
も
公
布
さ
れ
て
幕
藩
制
統
治
の
基
礎
が
で
き
あ
が

っ
た
。
ま
た
禁
中
並
公
家
諸
法
度
も
出
さ
れ
牢
人
対
策
も
進
め
ら
れ
、
貿

易

.
鉱
山
な
ど
を
統
制
し
て
財
政
政
策
も
か
た
め
ら
れ
た
が
、
地
方
行
政
と
く
に
都
市
に
対
す
る
施
策
も
重
視
さ
れ
た
。
幕
府
は
奈
良

な
ど
宗
教

.
経
済
な
ど
の
上
で
重
要
と
考
え
る
都
市
を
直
轄
し
て
奉
行
を
置
き
、
そ
の
支
配
に
あ
た
ら
せ
た
が
、

ま
た
都
市
の
優
遇
策

を
も
併
用
し
て
、
そ
の
都
市
を
掌
握
し
て
い
る
。
都
市
に
対
す
る
地
子
免
除
の
特
典
は
、
そ
の
著
し
い
も
の
で
あ

ろ
う
。

寛
永
十

一
年

(
一奎
四)
七
月
、

三
代
将
軍
家
光
は
行
粧
を
整
え
て
上
洛
し
、

翌
閏
七
月
に
は
大
坂
に
赴

い
て
二
十
六
日
に
大
坂

・
堺

.
奈
良
の
地
子
銭
を
免
除
し
た
。
地
子
銭
と
は
土
地
に
か
け
ら
れ
る
税
で
あ
る
。
「
奈
良
旧
記
」
に
は
、
こ
の
と
き

の
こ
と
に
つ
い
て
、
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五
人
の
年
寄
が
大
坂
に
伺
候
し
て
、
奈
良
中
地
子
四
五
〇
石
八
斗
六
升

一
合
の
永
代
免
除
の
旨
を
受
け
、
牛
福
了
叱

.
千
貫
屋
久
兵
衛

が
そ
の
御
礼
の
た
め
に
九
月
に
江
戸

に
下

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
免
除
さ
れ
た
地
子
銭
は
、
さ
き
に
号
所
と
し
て
免
税
と
な

っ
た
と
こ
ろ
と
合
わ
せ
る
と
、
奈
良
町

一
〇
〇
町
分
五
〇
八
石

一
斗
二
升
二
合
と
な
る
。
こ
れ
と
同
時
に
町
役
を
負

っ
た
半
田
方
地
方

町
二
五
町
分
と
し
て
二
六
八
石
四
升
七
合
六
勺
も
免
除
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
地
方
町
の
分
は
町
役
を
負
担
す
る
も

の
だ
け
の
免
除
で
あ

っ
た
た
め
に
、
地
方
町
で
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て
上
訴
し
、
翌
年
に
な

っ
て
年
貢
地
の
分
と
し
て

一
八
二
石
五
斗
八
升
八
合
二
勺
が
免

除
さ
れ
た
。
こ
れ
で
結
局
約
九
六
〇
石
が
免
税
と
な

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
寛
永
の
三
都
の
地
子
免
除
の
特
典
は
、

こ
の
た
び
の
将
軍
上
洛
に
あ
た
っ
て
京
都
の
町
人
に
銀

一
二
万
枚
を
頒

っ
た
こ
と
と
と

も
に
・
上
方
都
市
の
住
民
に
恩
恵
を
施
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
先
進
都
市
を
完
全
に
手
中
に
し
て
、
そ
の
富
力
を
収
め
よ
う
と
す
る
幕
府

の
政
策
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
奈
良
に
つ
い
て
い
え
ば
、

こ
れ
は
奈
良
町
支
配
の
総
仕
上
げ
と
も

い
え
る
も
の
で
あ

っ

た
。

事
実
・

幕
藩
体
制
は
家
光
の
代
に
な

っ
て
ほ
ぼ
確
立
し
た
の
で
あ

っ
て
、

大
名
の
配
置
も

こ
の
時
代
に
な

っ
て
よ
う
や
く
安
定

し
、
参
勤
交
代
も
制
度
化
さ
れ
、
諸
制
度
の
根
幹
と
な
る
も
の
も
大
体
出
そ
ろ
い
、
鎖
国
政
策
も
こ
の
前
後
に
強
化
さ
れ
て
き
て
い
た

ヤ

の
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
奈
良
奉
行
の
交
代
や
諸
機
構
の
改
変
も
、

こ
の
体
制
に
も
と
つ

い
て
、
そ
れ
が
地
方
政
治

へ
及
ぼ
さ
れ
た

姿
に
他
な
ら
な
い
。

幕
藩
体
制
が
確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
奈
良
町
は
奉
行
所
を
通
し
て
そ
の
支
配
の
意
図
が
貫
徹
さ
れ
て
い
く
わ
け

総

年

寄

で
あ
る
が
、

つ
ぎ
に
そ
の
町
支
配
の
実
態
を
行
政
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

す
で
に
豊
臣
氏
の
支
配
の
時
代
に
は
、
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
櫃
本
と
呼
ば
れ
た
十
二
の
町
が
指
定
さ
れ
て
、
そ
の
中
か
ら
六
人

の
町
年
寄
が
選
ぼ
れ
て
奈
良
惣
中
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
豊
臣
政
権
か
ら
徳
川
政
権

へ
交
代
す
る
困
難
な
時
勢
の
中
で
町

政
に
当
た

っ
て
い
た
。

こ
と
に
奈
良
代
官
井
上
源
五
か
ら
大
久
保
長
安
に
か
わ
る
慶
長
四
年

(三
究
)
か
ら

翌
年

に
か
け
て
の

一
時
期
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に
は
、
事
実
上
奈
良
町
を
支
配
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
町
年
寄
に
選
ば
れ
て
い
た
の
は
つ
ぎ

の
六
人
で
あ

っ
た
。

城
戸

絹
屋
寿
閑

椿
井

坂
東
屋
常

(浄
)
閑

(常
勘
)

小
西

鍋
屋
宗
立

椿
井

呉
器
屋
道
空

(石
井
道
薫
)

(大
鋸
屋
)

椿
井

大
賀
屋
宗
叔

城
戸

白
粉
屋
五
郎
左
衛
門

そ

し
て
こ
の
年
寄
た
ち
は
、
東
城
戸
町
安
養
寺
を
寄
合
の
場
所
と
し
て
町
方
支
配
の
相
談
を
し
(黏
如
貔
龍
撤
軒
蔵
)、
彼

ら
を
中
心
と
し
て
奈

良
中
各
町

(郷
)
か
ら
選
ば
れ
た
月
行
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町

(郷
)
を
代
表
し
て
町
政
に
参
与
し
て
い
た
。

徳
川
政
権
の
出
現
に
よ
っ
て
奈
良
町
の
整
備
が
進
む
に
伴
い
、

町
政
機
関
も
形
態
を
整
え
、

慶
長
七
年

(宍
〇二
)
に
は
惣
年
寄
制
が

設
け
ら
れ
た
。
惣
年
寄
に
は
、
最
初
は
前
記
櫃
本
制
の
も
と
で
選
ぼ
れ
た
六
人
の
町
年
寄
が
そ
の
ま
ま
任
命
さ
れ

た
。
従

っ
て
彼
ら
の

権
勢
は
相
当
強
い
も
の
で
あ

っ
て
、

そ
の
こ
と
は
つ
ぎ
の

一
件
で
も
証
明
さ
れ
よ
う
。

慶
長
十
年

(ご
ハ〇五)
の
薪
能
の
と
き
に
見
物
の

鞍
掛

(桟
敷
造
り
)
の
こ
と
で
、

町
民
に
対
し
て
惣
年
寄
の
傲
慢
な
ふ
る
ま
い
が
あ

っ
た
の
で
、

家
康
は
彼
ら
六
人
を

伏
見
城
に
呼
び

出

し
て
取
り
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
寿
閑
は
老
齢
の
た
め
に
許
さ
れ
、
あ
と
の
五
人
の
う
ち
籤
引
き
で
白
粉
屋
父
子
が
罪
を
受
け
る
こ

と

に
な
り
、
翌
十

一
年
に
油
坂
の
西
方
寺
で
斬
罪
と
な

っ
た
(袖
鰊
説
哄
)。

慶
長
十
五
年

(ご
ハδ
)
に
は
、
そ
の
か
わ
り
に
牛
福
四
郎
左
衛
門
(ゆ
暢
狩
叱
)
が
加
わ
り
、
寛
永
六
年

(
宍
ゴ九)
に
は
、

中
筋
町
の
関
正

佐

、
中
新
屋
町
の
軽
屋
与
次
兵
衛
(道
悦
)、

鵲
町
の
喜
多
市
兵
衛
(如
玄
)、
角
振
町
の
万
屋
四
郎
兵
衛
と
さ
き
の
牛
福
の
五
人
が
惣
年
寄

で
あ

っ
た
。

つ
い
で
寛
永
十
年
に
は
、
万
屋
に
か
わ

っ
て
千
貫
屋
久
兵
衛
(良
以
)
と
麹
屋
浄
慶
が
加
わ

っ
て
い
る

(臨
謙
喰
)
。

寛
永

の
地

子
免
除
の
と
き
に
努
力
し
た
の
は
こ
れ
ら
の
人
た
ち
で
あ

っ
た
。

つ
ぎ
に
中
坊
時
祐
の
奉
行
の
と
き
の
惣
年
寄
と
し
て
は
、
角
振
町
の

樽

屋
宗
八

・
鵲
町
の
喜
多
如
玄

・
南
市
町
の
清
水
宗
陳

・
下
三
条
町
の
た
つ
み
や
宗
哲

・
角
振
町
北

の
釐

常
久

゜
小
西
町
の
布
誌

徳

の
名
が
み
え
る
。

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
み
な
奈
良
の
有
力
な
町
民
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
屋
号
や
号
名
を
も

っ
て

い
た
こ
と
で
も
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
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惣
年
寄

の
職
は
も
と
も
と
家
付
の
職
で
は
な
く
、
町
中
で
適
任
者
か
ら
選
ば
れ
て

一
代
限
り
勤
め
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
人
数
も
必

ず

し
も

一
定
し
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

寛
文
十
年

(
エハき
)
の
こ
ろ
に
は
、

清
水
宗
陳

・
石
井
九
郎
兵
衛

・
北
樽
屋
常
久

・
布

屋
休
徳
の
四
人
で
あ

っ
た
が
、

延
宝
六
年

(一六七八)
に
北
樽
屋
が
没
し
て
そ
の
後
に
徳
田
勘
兵
衛
が
入
り
、

翌
年
布
屋
の
あ
と
を

つ
い

だ
布
屋
三
左
衛
門
が
辞
職
し
て
か
ら
は
、

清
水

・
石
井

・
徳
田
の
三
家
が
こ
の
職
を
世
襲
し
た
。

す
な
わ
ち
貞
享
四
年

(宍
八七)
に
は

椿

井
町
の
石
井
九
郎
兵
衛

・
南
市
町
の
清
水
源
蔵

・
橋
本
町
の
徳
田
甚
兵
衛
が
こ
れ
を
勤
め
て
い
る
。

そ
の
後
、

享
保
二
年

(一七
一七)

に
な

っ
て
西
村
家
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
以
後
総
年
寄
は
こ
の
四
家
の
家
付
の
職
と
な

っ
て
幕
末
に
及
ん
だ
。

惣
年
寄
は
、

つ
ぎ
に
述
べ
る
町
代
や
町
年
寄
の
上
に
位
す
る
町
民
出
身
の
最
高
の
職
で
あ

っ
た
か
ら
、
常
に
町
民
を
代
表
す
る
と
と

も
に
奉
行
所
と
接
触
し
、
そ
の
中
間
に
あ

っ
て
両
者
を
と
り
も

つ
役
で
あ
り
、
い
わ
ば
農
村
部
の
大
庄
屋
の
よ
う
な
立
場
に
あ

っ
た
。

奉
行
所
か
ら
の
触
書
や
町
民
か
ら
の
願
書
も
彼
ら
の
手
を
通
じ
る
の
で
あ
り
、
町
の
年
寄
の
任
免
権
を
も
持

っ
て

い
た
。
そ
の
う
え
明

暦
三
年

(宍
五七)
か
ら
は
橋
本
町
に
設
け
ら
れ
た
布
判
所
の
仕
事
を
も
受
け
持

っ
た
。

惣
年
寄
た
ち
が
使
用
し
た
会
所
は
椿
井
町
に
あ

っ
た
。

慶
長
七
年

(
=ハ〇二)
大
和

の
代
官
で
あ

っ
た
大
久
保
長
安
が

椿
井
の
代
官
屋

敷
を
廃
し
て
、

こ
れ
を
大
豆
山
郷
に
新
築
し
た
か
ら
、
移
転
後
の
建
物
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

『奈
良
坊
目
拙
解
』

の
椿
井
町
の

項
に
、

「
慶
長
十
八
年
以
後
、

以
椿
井
町
屋
敷
賜
奈
良
惣
年
寄
六
人
、
各
住
居
于
此
云
々
」
と
あ
り
、

ま
た

「
慶
長
年
以
後
、
南
都
惣

年
寄
六
人
六
家
住
居
於
当
町
西
側
」
と
も
み
え
て
い
る
。

惣
年
寄
の
代
表
は
年
頭
と
八
朔

の
あ
い
さ
つ
に
、
毎
年
江
戸
城

へ
出
か
け
て
い
る
。
こ
の
例
は
中
期
以
後
に
は
町
代

一
人
と
惣
年
寄

の
名
代
が
出
府
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
年
頭

の
拝
賀

の
よ
う
す
は
諸
書
に
み
ら
れ
る
が
、
い
ま
文
政
か
ら
天
保
年
間

(
一猷
時
釟
)
ご
ろ
の

例
を
つ
ぎ
に
示
し
て
お
こ
う

(鮨
黼
馴
蝋
)
。

一
、
巳
中
刻
御
白
書
院
、
出
御

公
方
様

内
府
様
御
上
段

御
着
座

御
長
袴

御
先
立
老
中
月
番
万
石
以
上
無
官
之
面
々
、
并
三
千
石
以
上
寄
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合
、同
以
下
諸
大
夫
、
布
衣
并
小
普
請
杯
働
党
者
之
面
々
並
居
御
祝
儀
申
上
、
老
中
披
露
、
後
座
榊
原
式
部
大
輔
、
奥
平
大
膳
大
夫
、
井
伊
兵
部
少
輔

家
老
、
並
居
御
礼
、
御
白
書
院
御
次
之
御
襖
障
子
老
中
開
レ之
、
御
縁
二
江
戸
町
之
年
寄
、
上
京
、
下
京
、
大
坂
、
堺
、
奈
良
、
過
書
醸
凋
颶
韶
璽
鞠
敲

銀
座
、
朱
座
、
五
ヶ
所
割
符
之
者
共
縣
翻
符
各
所
町
年
寄
、
惣
町
中
、
右
之
者
共

一
同
御
礼
、
御
奏
者
番
披
露
、
畢
而
岩
松
満
次
郎

御
目
見
、
披
露

同
前
、
相
済
而

入
御

第一章 奈良町の成立

奈
良
町
か
ら
も
、
は
る
ぽ
る
江
戸

へ
伺

っ
た
拝
賀
の
順
位
と
よ
う
す
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

奈
良
町
の
行
政
に
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
は
町
代
で
あ
る
。
奈
良
奉
行
i

惣
年
寄
と
い
う
系
列

の
つ
ぎ
に
あ
り
、
幕
政
の
執
行
吏
の
立
場
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
初
め
の
町
代
で
あ

っ
た
人
の
名
は
判
然
と
し
な
い
が
、
中
ご
ろ
に
は
五
人
の
町
代
が
い
た
。
西
御
門
町
の
高
木
嘉
兵
衛

・
西
寺
林
町
の
奥
田
利
助

・
北
魚
屋
東
町
の
永
嶋
平
右
衛
門

・
酢
屋
町

(中
筋
町
)
の
高
木
又
兵
衛

・
光
明
院
町
の
藤
田
市
左
衛
門
で
あ

る
。

天
保
十

一
年

(穴
四〇)
に
な
る
と
、

高
木
又
兵
衛

・
半
田
利
兵
衛

・
藤
田
太
三
郎

・
和
田
篤
三
郎

・
半
田
善
之
助
が
こ
の
任
務

に

あ

り
、
高
木
の
子
の
文
三
郎
が
見
習
い
に
出
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
惣
年
寄
と
同
じ
く
、
あ
る
て
い
ど
は
世
襲
化
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
五
人
の
町
代
の
う
ち
、
二
人
が
上
町
代
と
な
り
、
三
人
が
下
町
代
と
な

っ
て
い
た
が
、
上
町
代
は
惣
年
寄
の
も
と
で
そ

の
命
令
を
町

々
に
伝
達
し
、
下
町
代
は
上
町
代
を
補
佐
す
る
立
場
を
と

っ
て
い
た
。

二
人
の
上
町
代
は
、
奈
良
の
町
を
地
理
的
に
二
分
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
応
こ
れ
を
南
北
に
分
け
て
庶
務
を
担
当
し
た
。
江
戸

時
代

の
は
じ
め
奈
良
町
が
八
八
町
の
と
き
は
、

触
口
は
そ
れ
ぞ
れ
四
四
町
ず

つ
で
あ

っ
た
が
、

寛
永
十

一
年

(一歪
四)
か
ら
は
南
北
五

じ
か

た

○

町
あ
て
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
地
方
町
を
支
配
す
る
半
田
方
庄
屋

(の
ち
の
町
代
)
が
二
五
町
を
受
け
持

っ
て
こ
れ
に
加
わ
り
、

奈
良
は
三
分
さ
れ
た
形
を
と

っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
町
数
は
増
加
し
、
宝
永
七
年

(一七
δ
)
に
な
る
と
、
半
田
方
三
〇
町
を
半
分
に
分
割
し
て
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
加
え
て
い
る
。

町

代

と

そ

の

改

役
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そ
れ
と
と
も
に
北
方

へ
円
慶
屋
敷
と
北
市
北
方
を
合
わ
せ
、

さ
ら
に
寺
下
分
六
町
六
村
を

編
入
し
、

南
方

へ
寺
下
七
町
七
村
を
集
め

た
。
し
た
が

っ
て
、
北
方
七
六
町
分
を
高
木
又
兵
衛

へ
、
南
方
八
〇
町
分
を
半
田
理
介

へ
預
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

上
町
代
は

一
年
交
代

で
町
中
の
必
要
な
諸
入
用
を
計
算
し
て
ま
と
め
、
慶
長
十
八
年

(
一六
三
)
か
ら
元
禄
九
年

(一六九六)
ま
で
は
、
北

方
は
高
木
又
兵
衛
が
、
南
方
は
半
田
理
介
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
町
ご
と
に
ま
と
め
て
印
を
押
し
、
各
町
に
納
金
を
命
じ
、
集
金
の
あ
と
支

払

い
を
し
て
い
た
。
妻
木
彦
右
衛
門
が
奈
良
奉
行
に
な

っ
た
元
禄
九
年
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
は
、
諸
入
用
の
目
録

を
南
北
二
通
作
製
し

て
奉
行
所
に
提
出
し
、
当
番
与
力
が
立
会
い
の
う
え
印
判
を
押
し
、
町
方

へ
各

一
通
を
回
達
し
た
。
元
禄
十
三
年

(一七〇〇)
に
な
る
と
、

南
北
各

一
通
の
目
録
に
惣
年
寄
の
月
番
が
は
じ
め
て
加
判
す
る
こ
と
に
な
り
、
奉
行
所
の
用
人
が
立
会

い
、
与
力

の
奥
書
と
証
判
を
得

て
、
町
方

へ
集
金
を
命
令
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
細
井
因
幡
守
が
奉
行
(韓
誅
計
ト
嶽
+
四
)
の
と
き
に
は
、

諸
入
用
の
明
細
帳
を
提
出
す
る

よ
う
に
命
令
を
う
け
た
。
そ
の
う
ち
、
年
頭

・
八
朔
の
江
戸
出
府
の
費
用
は
惣
年
寄
か
ら
、
そ
の
ほ
か
の
諸
費
用

は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う

に
上
町
代
か
ら
支
出
す
る
仕
組
み
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、

町
代
は
毎
年
四
月
に
な
る
と
、

各
町
に
宗
旨
改
め

・
浪
人
改
め

・
鉄
砲
改
め
を
指
示
し
、

各
町
提
出

の
帳
面
と

手
形
を
調

べ
、
こ
れ
を
惣
年
寄
に
ま
わ
し
た
。
そ
の
ほ
か
高
札
場

・
火

の
見
櫓

・
橋
な
ど
の
修
理
、
あ
る
い
は
変
死
や
夜
逃
げ
、
欠
所
人
の
家
財

の
検
視
の
立
会
い
、

町
人
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
事
情
聴
取
か
ら
調
停
、

さ
ら
に
家
屋
敷
の
売
買
の
と
き
の
売
券
や
図
面
の
審
査
な
ど

ま
で
、
そ
の
仕
事
は
多
方
面
に
わ
た

っ
て
い
た
。
ま
た
火
事
の
と
き
に
は
、
あ
と
で
記
す
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

毎
年
、
町
代
の
代
表
が
幕
府

へ
あ
い
さ
つ
に
行
き
、
奉
行
所

へ
も
、
年
頭

・
八
朔
に
は
お
礼
の
た
め
町
中
の
年
寄

・
町
代

・
月
行
司

は
そ
ろ
っ
て
出
頭
し
、
手
み
や
げ
を
献
上
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
上
町
代
の
当
番

一
人
は
、
伺
候
者
の
名
簿
を

つ
く
る
こ
と
に
な

っ
て

い
た
。
御
上
使
と
か
国
回
り
の
幕
府
の
役
人
が
奈
良

へ
き
た
と
き
に
は
、
送
迎
を
は
じ
め
、
滞
在
中
の
接
待
を

つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
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第一章 奈良町の成立

な

か

っ
た
。
そ
の
役
人
が
使
用
す
る
御
朱
印
人
足

・
伝
馬
人
足

・
証
文
人
足

・
定
賃
人
足
な
ど
を
奉
行
所
に
注
進
し
、
当
番
の
町
代
が

人

足
調
達

の
世
話
を
し
、
そ
の
費
用
は
町
中
に
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

町
代
は
こ
の
よ
う
に
町
の
行
政
に
き
わ
め
て
大
き
な
役
割
を
も

っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
奉
行
所
の
下
働
き
に
す
ぎ
ず
、
町
政

を
自
主
的
に
運
営
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
、
給
与
に
つ
い
て
み
る
と
、

上
町
代
は
慶
長
十
八
年

(
=ハ三
>

か
ら
は

一
年
間
に
切
米
(俸
録
米
・夏

冬
に
支
給

)
一
三
石
を
、

正
保
四
年

(一裔
七)
以
後
は

一
五
石
を
支
給
さ
れ
て
お
り
、
下
町
代
は
、
は
じ
め

一
〇

石
で
あ

っ
た
が
、
お
な
じ
正
保
か
ら
は

一
二
石
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
町
代
の
持

つ
幕
府
の
下
級
官
吏
的
役
割
は
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
重
く
な
り
、
そ
の
社
会
的
地
位
は
向
上
す
る
。

た
と
え
ぽ
、
年
頭

・
八
朔

の
お
礼

の
た
め
の
江
戸
参
府
が
、
は
じ
め
惣
年
寄
で
あ

っ
た
の
に
、
そ
れ
が
町
代

一
人
と
惣
年
寄
の
名
代
に

か
わ

っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
惣
年
寄
と
町
代
の
位
置
が
逆
転
し
て
い
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
町
代
が
奉
行

所

に

出

仕

し
、
直
接
行
政
に
参
加
し
た
そ
の
特
権
的
地
位
は
、
時
代
を
経
る
と
と
も
に
惣
年
寄
を
し
の
ぐ
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
は
町
年
寄
と
月
行
事
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
町
内
の
世
話
を
し
て
い
た
。
普
通
は
三
人
か
ら
四
人
で
、
当

番

の
者
は
ど
ち
ら
も

一
人
か
二
人
で
あ

っ
た
が
、
餅
飯
殿
や
椿
井
の
よ
う
に
二
人
の
年
寄
と
三
人
の
月
行
事
が
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

町
代
は
あ
る
て
い
ど
は
世
襲
化
し
て
い
た
と
い
え
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
身
分
は
安
定
し
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
。

丶

享
保
十
二
年

(一七二七)
に
半
田
理
介
と
高
木
加
兵
衛
は

「
役
義
取
り
上
げ
」
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、

三
年

間
は
下
町
代
が

兼
務
の
形
で

つ
と
め
、
同
十
五
年

(
一七三〇
)
に
両
人
と
も
、

「慶
長
年
中
以
来
之
通
」
り
、
上
町
代
に
復
帰
し
て
い
る

(東
向
北
町

『万
大
帳
』
)。
こ
の
と
き
の
触
書
の
な
か
で
、
町
方
か
ら
奉
行
所
に
願

い
出
る
も
の
は
、
上
町
代
↓
惣
年
寄
↓
奉
行
所
と
い
う
順
序
を
ふ

む
こ
と
を
申
達
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
し
だ
い
に
増
加
す
る
実
務
的
な
多
く
の
仕
事
の
な
か
で
、
実
権
を
も

っ
て
き
た
上
町
代
の
越
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権
を
押
さ
え
よ
う
と
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
名
誉
職
的
な
も
の
に
な
り
が
ち
な
惣
年
寄
た
ち
の
地
位
保
全
を
は
か

っ
た
も
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
奉
行
所
と
し
て
こ
れ
が
封
建
的
秩
序
を
正
す
よ
い
機
会
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

ま
た
、
寛
政
四
年

(一七九二)
に
、

町
代
藤
田
弥
三
郎

・
役
所
見
習
藤
田
市
三
郎
は

「
右
之
者
共
儀
先
達
而
、

慎

ミ
申
付
置
候
所
、
役

中
不
筋
之
義
有
之

二
付
、
此
度
、
町
代
役
取
放
候
」
(塢
耕
趾
駒
中
)と
免
職
に
な

っ
た
。
こ
こ
に
い
う
慎
み
申
し

つ
け
ら
れ
た
の
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
か
、
役
中
不
筋
と
は
何

で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
七
月
十
九
日
の
こ
と
で
、
四
日
後

の
二
十
三
日
に
奉
行
所

は
町
代
の
跡
役
に
希
望
者
を
募

っ
た
。
希
望
者
が
あ
れ
ば
名
前
を
書
い
て
封
印
し
、
惣
年
寄
に
提
出
せ
よ
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
条
件

と
し
て
町
代
を
勤
め
る
だ
け
の
器
量
が
あ
り
、
ま
め
や
か
で
正
直
、
そ
の
う
え
町
方
の
気
受
け
の
よ
い
人
で
あ
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
跡
役
の
希
望
者
は
な
く
、
か
え

っ
て
こ
の
人
事
は
、
奈
良
町
の
人

々
の
関
心
と
同
情
を
集
め
る

こ
と
に
な

っ
た
。

各
町
の
年
寄

の
有
志
た
ち
は
、
南
円
堂
に
集
ま

っ
て
寄
合
い
を
開
く
呼
び
か
け
を
し
た
か
ら
、
井
上
町
の
年
寄

は
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
伝
わ
る
寄
合
い
の
呼
び
か
け
に
た
い
し
、
隣
町
と
相
談
し
て
心
配
し
な
が
ら
参
加
し
た
。
寄
合
い
の
内
容
は
、

「
井
上
町
中
年
代

記
」
に
よ
れ
ば
、

「兼

父
噂
致
候
義
も
有
之
候
故
」
と
か

「奈
良
町

一
統
之
義
に
御
座
候
間
、

其
儀

ヲ
申
立
」

て
る
と
だ
け
記
さ
れ

て
い
る
。
制
度
上
の
改
革
を
求
め
る
も
の
の
よ
う
で
あ

っ
た
Q

さ
て
、
寄
合

い
の
決
議
は
七
月
二
十
九
日
に
惣
年
寄
の
西
村
庄
左
衛
門
を
通
じ
て
奉
行
所

へ
差
し
出
さ
れ
た
。

や
が
て
八
月
十
九
日

に
な

っ
て
、
奉
行
は
中
新
屋
町

・
元
興
寺
町

・
中
辻
町
の
年
寄
を
召
し
出
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
の
沙
汰
を
出
し
、
翌
二
十
日
に

は
惣
年
寄

か
ら
町
々
へ
触
れ
を
出
し
て
い
る
。

町
代
は

ー
、
こ
れ
ま
で
、
大
坂
の
目
付
が
巡
見
な
ど
で
来
る
と
き
の
出
迎
え
、
鹿
の
角
伐
り
・
相
撲
・
芝
居

・
能
狂
言
・
あ
る
い
は
町
方
で
変
死
人
な
ど
の

あ
っ
た
と
き
の
世
話
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
や
め
る
。
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2
、
給
米
は
、
こ
れ
ま
で
中
米
の
高
値
段
で
あ
っ
た
が
、
値
段
の
高
低
が
あ
る
た
め
、
今
年
(境
緻
姻
葺
)の
暮
れ
か
ら
、
銀
で
渡
す
よ
う
に
す
る
。

触
口
町
代

一
か
年

一
貫

目

平

町
代

一
か
年

八
〇
〇
目

多
方
面
に
わ
た
る
町
代
の
仕
事
は
、
報
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
町
代
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
の
嘆

願

の
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
願
い
の
全
部
か

一
部
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
奉
行
の
取
り
は
か
ら
い
で

一
件
落
着
と

な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
町
代
の
跡
役
に
つ
い
て
は
、

推
選
も
な
か
っ
た
が
、

翌
五
年

(
蕘
三
)
の
十

一
月
に
な

っ
て
、
井

上
町
の
年
寄
は
惣
年

寄
中

へ

「
差
而
申
立
候
筋
合
者
無
御
座
候

へ
共
」
と
い
い
、

「
唯
困
窮
故
之
儀
」
で
あ
る
か
ら
、
前
町
代
の
復
職

を
願
い
た
い
と
嘆
願

し
た
。
前
年
の
末
に
奉
行
は
病
死
し
、
新
奉
行
が
着
任
し
て
約
九
か
月
、
復
職
嘆
願
の
時
期
と
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
願
い
は
ど
う

処
置
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
別
の
記
録
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
藤
田
家
は
町
代
を
つ
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

町
代
の
仕
事
の

一
つ
に
、
触
れ
書
き
の
伝
達
が
あ

っ
た
。
「
触
」
は
江
戸
時
代
の
法
令
の
中
で
も
、と
く
に
民
政
に

か
か
わ
る
も
の
で
、
民
衆
に
と

っ
て
は
も

っ
と
も
切
実
な
規
範
で
あ

っ
た
。
そ
の
内
容
は
幕
府
の
出
す
基
本
的
な

政
策
か
ら
、
民
衆
の
日
常
生
活
の
心
得
の
よ
う
な
も
の
に
い
た
る
ま
で
、
、い
ろ
い
ろ
で
あ

っ
た
。
上
意
下
達
を
中
心
と
す
る
当
時
の
行

政

に
あ

っ
て
は
、
末
端
ま
で
周
知
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
意
を
用
い
、
そ
の
布
達
に
は
手
順
が
き
め
ら
れ
て
い
た
。

上
町
代
は
受
け
持
ち

の
各
町

へ
町
触
れ
の
回
達
を
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
町
順
が
き
ま

っ
て
い
て
、
ま
た
内
容
に
よ

っ
て
は
回
達
す
る
触
書
を
ふ

や

し
、
町
触
れ
の
正
確
か
つ
敏
速
な
浸
透
を
期
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
庁
中
漫
録
」
の
な
か
に

「
南
都
町
中
可
令
触
知
條

々
」

の
項
が
あ
る
。

そ
れ
は
寛
永
十
年

(一六三三)
十

一
月

に
中
坊
左
近
秀
政
か

ら
各
町
中
の
年
寄
に
宛
て
た
触
状
で
、
そ
の
内
容
の
な
か
に
は

「質
物
取
置
事
」

・

「武
士
牢
人
不
可
隠
置
事
」

・

「新
寺
建
立
制
止

町

触

れ

と

高

札

場
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奈良町の高札場表7

類種名町

忠孝札 とたん札 毒薬札

人売買札 吉利支丹札 捨馬

札 捨子札 御朱印伝馬札

忠孝札 毒薬札 吉利支丹札

とたん札 人売買札 捨馬札

捨子札

吉利支丹札

捨馬札

橋本町

奈良坂村

芝辻村 法蓮村

杉ケ町村 柳町

油坂村 下三条口

不空院辻 京終村

城戸村 中辻町

野田村 川上村

事
L
な
ど
注
意
を
ひ
く
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
触
書
は
各
町
に
回

さ
れ
る
と
町
の
年
寄
が
町
民
に
読
み
聞
か
せ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

奉
行
所
は
町
民
の
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
ら
を
、
触
書
の
回
達

の

ほ
か
に
木
札
に
書
き
、各
所
に
掲
示
場
を
つ
く

っ
て
立
て
た

(口
絵
参
照
)
。

こ
れ
を

「
御
高
札
場
」
と
い
っ
た
。

「
庁
中
漫
録
」

に
は
高
札
場
の
設

置
町
名
と
、
そ
の
内
容
が
く
わ
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
場
所
と
高
札

の
種
類
を
表
7
で
示
し
て
お
こ
う
。

こ
れ
で
み
る
と
、
高
札
場
は
奈
良
町
の
中
心
橋

本
町
と
町
の
お
も
な

出
入
口
で
あ
る
奈
良
坂
村

・
不
空
院
辻

・
中
辻
町

・
柳
町

・
下
三
条

口

と
、
奈
良
回
り
八
か
村
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
心
得
は
天
和

二
年

(ニ
ハ八二)
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、

高
札
の
内
容

は

そ
れ
ぞ
れ
の
札
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の
名
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
場
所
に
よ

っ
て
は
異
な

っ
た
項
目
を
ふ
く
む
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
忠
孝
札
に
は
忠
孝
の
心
得
の
ほ
か

に
博
奕
や
喧
嘩
口
論
の
禁
止
の
項
を
、
毒
薬
札
に
は
、
毒
薬

・
に
せ
薬
の
売
買
禁
止
の
ほ
か
に
、
偽
金
銀
や
新
作

の
あ
や
し
い
書
物
の

売
買
禁
止
、
寛
永
新
銭
の
用
法
あ
る
い
は
買
い
占
め
、
職
人
が
仲
間
と
組
む
こ
と
の
禁
止
令
を
ふ
く
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
町
民
は
触
書
や
高
札
に
よ
っ
て
き
び
し
く
日
常
生
活
を
規
制
さ
れ
、
奉
行
所
の
権
力
の
中
に
統
制
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。



被
差
別
部
落
の
支
配

第一章 奈良町の成立

江
戸
幕
藩
体
制
の
と

っ
た
支
配
政
策
に
よ

っ
て
成
立
し
た
も
の
の

一
つ
に
被
差
別
部
落
が
あ

る
。
こ
の
政
策

は
、

江
戸
幕
府
が
支
配

の
根
本
原
則
と
し
た
身
分
制
社
会
の
確
立
と
そ
の
維
持
と
い
う
方
策
を
も

っ
と
も
典
型
的
に
あ

ら
わ
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

武
士
を
支
配
者
身
分
と
し
て
最
上
層
に
お
い
て
、
お
も
に
城
下
町
に
住
ま
わ
せ
、
農
村
に
住
む
農
民
を
年
貢
負
担
者
と
し
て
そ
の
つ

ぎ
の
階
層
に
置
き
、
そ
の
他
の
生
産
や
流
通
に
従
事
す
る
都
市
の
工
商
人
ら
町
人
を
第
三

・
第
四
の
階
層
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
士
農
工

商
の
身
分
制
は
、
職
業
や
居
住
地
を
変
更
す
る
自
由
を
奪
う
政
策
に
よ

っ
て
よ
り
徹
底
し
た
も
の
と
な

っ
た
。
幕
府
は
さ
ら
に
そ
の
士

農
工
商
と
い
う
身
分
の
下
に

「
え
た
」

「
非
人
」
と
い
う
賤
民
階
層
を
置
き
、
え
た
の
居
住
地
を
限

っ
て
被
差
別
部
落
と
し
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
身
動
き
の
で
き
な
い
封
建
的
身
分
の
差
別
が
集
中
的
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
農
工
商
と
い
う

被
支
配
身
分
の
も
の
、
と
く
に
現
実
に
強

い
圧
迫
下
に
あ

っ
た
農
民
層
の
不
満
を
そ
ら
さ
せ
、
よ
り
確
実
で
効
果
的
に
年
貢
の
収
奪
を

お
こ
な
い
う
る
と
い
う
効
果
を
あ
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
に
は
、
貴
族
や
寺
社
な
ど
の
荘
園
領
主
や
在
地
土
豪
の
強
大
化
し
た
大
名
な
ど
に
個

々
に
隷
属
し
て
い
た
者
、
あ
る
い
は
ま
た

特
定
の
支
配
者
の
も
と
に
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
浮
浪
の
民
と
で
も
い
う
べ
き
人
た
ち
が
い
た
が
、
中
世
の
政
治
権
力
は
全
国
的

に
統

一
支
配
し
た
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
隷
属
の
仕
方
は
ま
ち
ま
ち
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
の
人

々
は
、
寺
社
の
修
理

清
掃
そ
の
他

の
雑
用
に
従
事
し
た
り
、
祭
礼
な
ど
の
芸
能
に
た
ず
さ
わ

っ
た
り
、大
名
の
た
め
の
下
働
き
を
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
お
り
、

そ
の
住
居
も
特
定

の
場
所
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
川
原
な
ど
の
場
合
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
武
士
や
商
人
な
ど
に
な

っ
て
い
っ

被

差

別

部

落

の

成

立
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た
者
も
あ

っ
て
、
中
世
の
賤
視
さ
れ
た
隷
属
民
に
は
な
お
流
動
性
が
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
世
の
賤
視
さ
れ
た
人
の
中
に
は
、
近
世

に
な

っ
て
被
差
別
身
分
と
さ
れ
た
人
々
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
近
世
の
被
差
別
部
落
の
形
成
は
む
し
ろ
支
配
者

の
意
図
的
な
政
策
と

考
え
ら
れ
る
。

現
在
各
地
に
残
存
し
て
い
る
太
閤
検
地
帳
の
中
に
耕
作
者
の
肩
書

「
か
わ
た
」
と
あ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の

「
か
わ
た
」
が
皮
革
業

者
と
い
う
意
味

の
職
業
名
で
あ
る
の
か
、
の
ち
の

「
え
た
」
身
分
に
つ
な
が
る
被
差
別
身
分
の
名
称
と
み
る
か
に

つ
い
て
は
な
お
議
論

が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
豊
臣
氏
の
時
代
に
こ
の
よ
う
な
差
別
さ
れ
た
肩
書
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
戦

乱
下
で
こ
と
に
必
要
で
あ

っ
た
武
具
の
生
産
者
と
し
て
、
と
く
に
農
民
と
差
別
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
や

は
り
近
世
初
頭
に
お

け
る
身
分
的
な
差
別
の
あ
ら
わ
れ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が

っ
て
近
世
の
被
差
別
身
分
と
そ
の
部
落
は
、
中
世
以
来
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
め

に
か
け
て
つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
徳
川
政
権
に
よ

っ
て
被
差
別
部
落

へ
と
定
着
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

つ
ぎ
に
注
意
す
べ
き
は
、
被
差
別
身
分
の
固
定
が
幕
藩
側
に
よ

っ
て
政
策
的
に
な
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
幕
藩
体
制
の
成
立
期
に

一

斉

に
部
落
が
形
成
さ
れ
た
と
か
、
ま
た
差
別
が
法
規
的
に
明
確
に
な

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
十
七
世
紀

の
近
世
初
頭
か
ら
差
別
さ
れ
た
部
落
は
で
き
始
め
て
い
る
が
、
そ
の
後
こ
と
あ
る
ご
と
に
そ
の
差
別
は
職
業
そ
の
他
で
強
化
さ
れ
て
い

る
。
城
下
町
や
幕
府
直
轄
の
都
市
な
ど
で
は
そ
の
都
市
の
統
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
農
村
部

で
は
年
貢

の
増
徴
や
貨
幣
経
済

の
進
行
や
凶
作
な
ど
の
関
係
か
ら
農
民
の
階
層
分
化
が
進
む
過
程
で
、
こ
の
現
象
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
封
建
社
会

の
も
つ
矛
盾

の
増
大
と
、
体
制
社
会
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
支
配
者
側
の
強
圧
策

の
も
と
で
、

こ
の
人
間

の
差
別

は
拡
大
し
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
非
人
に
結
髪
を
禁
じ
た
制
が
出
た
の
は
享
保
期
(緋
齢
馳
)
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

一
般
農
民

や
町
民
と
外
見
的
に

も
区
別
さ
せ
る
露
骨
な
差
別
政
策
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
享
保
期
と
い
う
幕
藩
制
建

て
直
し
の
時
期
で
あ

っ
た
こ
と
が
象
徴
的
で
あ
る
。
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第一章 奈良町の成立

近
世
の
差
別
に
は

「
え
た
」
と

「
非
人
」
と
い
う
二
つ
の
身
分
的
称
呼
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
区
別
の
基
準
や
両
身

分
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
え
た
の
身
分
の
者
に
つ
い
て
そ
の
居
住
地
を
定
め
て
被

差
別
部
落
と
し
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
そ
の
差
別
を
さ
ら
に
露
骨
に
し
た
政
策
で
あ

っ
た
。

「
え
た
村
」
と
よ
び
、
そ
の
村
を
地
図

の
上
で
の
里
程
計
算

に
も
入
れ
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
意
図
的
な
政
策
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
が
差
別
さ
れ
た
人
た

ち
に
い
か
に
苦
痛
で
あ

っ
た
か
は
、
幕
末
に
大
坂
発
行
の
絵
図
に
地
名
が
載
せ
ら
れ
た
と
か
で
、
え
た
村
か
ら
奉
行
に
お
礼
に
き
た
と

い
う
こ
と
(縫
舗
)
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

近
世
奈
良
町
に
お
い
て
差
別
さ
れ
た
部
落
と
し
て
は
、
東
之
坂

・
西
之
坂

・
畠
中
が
あ
り
、
ほ
か
に
現
奈
良
市
域

の
農
村
部
に
も
数
か
所

の
被
差
別
部
落
が
あ
る
。
総
じ
て
そ
れ
ら
被
差
別
部
落
に
は
そ
の
歴
史
を
た
ど
り
得
る
史

料
が
乏
し
い
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落

に
つ
い
て
の
叙
述
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

天
理
図
書
館
に

「東
之
坂
町
文
書
」

や

『松
操

録
』
な
ど
が
あ
る
の
で
、
東
之
坂
町
の
場
合
を
中
心
に
し
て
、
以
下
断
片
的
で
は
あ
る
が
述
べ
て
み
よ
う
。

『松

操
録
』
四
巻
は
東
之

坂
町
の
旧
家
松
村
家

(松
屋
)
の
当
主
が
大
正
四
年

(充
蓋
)
に
同
町
の
諸
資
料
を
整
理
し
書
写
し
た
記
録
で
あ
り
、
す
で
に
公
刊
も
さ

れ
て
い
る
(貼
糊
黥
蹠
唄
姓
踊
)。

東
之
坂
の
来
歴
を
物
語
る
文
書
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、
寛
文
四
年

(一六裔
)
の
北
山
非
人
の
支
配
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
東
之
坂
長
吏
は
興
福
寺

一
膓
所
の
も
と
で
そ
の
役
儀
を
司
る
者
で
、
春
日
社
に
属
す
る
北
山
非

人
に
対
し
て
下
知
し

上
米
を
取
る
権
限
を
も

っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
い
わ
れ
は

「
御
春
日
様
当
三
笠
山

へ
御
影
向
の
其
の
往
古
よ
り
我
等
先
祖

へ
仰
せ
付

け
ら
れ
、
今
に
至
る
凡
そ
九
百
余
年
、
長
吏
司
を
相
勤
め
罷
り
有
り
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
北
山
非
人
と
い
う
の
は
、
般
若
寺
近

く
に
住
ん
で
い
た
非
人
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
文
書
な
ど
か
ら
み
る
と
、

こ
の
北
山
非
人
に
対
す
る
東
之
坂
長
吏
の
支
配
の
関
係

は
、
中
世
以
来
の
伝
統
の
よ
う
で
、
近
世
初
頭
に
な

っ
て
そ
の
関
係
が
不
安
定
な
も
の
に
な

っ
て
き
た
っ
こ
こ
に
幕
府
側
が
こ
れ
ま
で

奈

良

町

の

被

差

別

部

落
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覇

鼕

r松 操 録』 表 紙(天 理図書館蔵)

北
山
非
人
が
扱

っ
て
い
た
春
日
神
鹿
の
死
体
処
理
の
権
限
を
、
そ
の
伝
統

に
よ

っ
て
東
之
坂
長

吏
に
集
中
さ
せ
る
政
策
を
と

っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
長
吏
の
下
知

に
従

っ
て
い
た
北
山

非
人
た
ち
は
、
長
吏
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
、
近
世
中
期
に
は
興
福
寺
の
支
配
か
ら
も
脱

し
て
農
民
や
商
工
民
と
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
北
山
非
人
が

大
晦
日
の
夜

に
富

々
と
豊
饒
福
寿
を
唱
え
て
歩
い
た
唱
聞
師
的
な
人
た
ち
で
あ

っ
た
が
、
享
保

の
こ
ろ
(緋
概
鰍
)
に
は
そ
れ
が
全
く
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
と
い
う

『
奈
良
坊
目
拙
解
』
の
話
も
参

考

に
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
北
山
非
人
が
死
鹿
の
処
理
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
東
之
坂

に
そ
れ
が
専
ら
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
え
た
村
と
し
て
新
た
に
差
別
を
強
い
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
東
之
坂
の
町
民
は
興
福
寺
と
の
関
係
を
大
事

(興
)

に
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
元
禄
年
間
に
光
善
院
町
か
ら
新
道
を
つ
け
た
い
の
で
こ
の
町
の
屋

敷
を
後
退
さ
せ
る
よ
う
申
し
出
が
あ

っ
た
と
き
に
も
、
興
福
寺
御
用
を
た
て
に
こ
の
要
求
を
拒

否
し
て
い
る

(舗
操
)。

つ
ぎ
に
宗
教
政
策
の
面
か
ら
み
て
も
い
ち
じ
る
し
く
差
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と

い
う
よ
り
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
幕
府
の
寺
檀
制
度
や
本
末
寺
関
係
に
代
表
さ
れ
る

寺
院
政
策
の
確
立
し
た
時
期
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
寛
文
か
ら
貞
享
に
わ
た
る
時
期
(憙
駄
ご○
引
)で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
に
幕
府

は
、
被
差
別
部
落
の
宗
教
的
差
別
支
配
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
被
差
別
部
落
で
は

一
般
に
浄
土
真
宗
の
信
徒
が
多
い
が
、
幕
府
は
西

本
願
寺

の
下
に
え
た
頭
寺
と
し
て
中
本
山
を
定
め
、
こ
の
下
に
各
部
落
の
真
宗
道
場
を
末
寺
と
し
て
統
制
す
る
形

を
と
ら
せ
た
。
そ
し

て
多
く
は
そ
の
末
寺
と
部
落
の
人
た
ち
の
間
に
寺
檀
関
係
を
結
ば
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
普
通
に
え
た
頭
寺
と
し
て
は
二
〇
余
か
寺
が
知
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ら
れ
て
い
る
が
、
大
和
の
え
た
村
の
寺
は
摂
津
富
田
の
本
照
寺
か
京
都
の
興
正
寺
を
頭
寺
と
す
る
も
の
が
多

い
。

享
保
九
年

(一七二四)
の

「東
之
坂
宗
門
帳
」
に
よ
る
と
、

当
時
東
之
坂
で
は
郡
山
今
井
町
の
光
慶
寺
門
徒
が

一
一
戸
六
〇
人
、

直
接

本
照
寺
に
属
す
る
も
の
が
六
戸

一
八
人
と
な

っ
て
い
る
。

光
慶
寺
は
興
正
寺
の
末
寺
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
寛
政
十

一
年

(
一七究
)
に
な

っ
て
東
之
坂
に
光
蓮
寺
が
開
か
れ
、
以
後

こ
の
寺
が
部
落
の
檀
那
寺
と
な

っ
た
。
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
は
寺
も
部
落
か
ら
離
れ
た
場

所
に
あ

っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
は
道
場
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
光
蓮
寺
が
開
か
れ
た
寛
政
の
こ
ろ
は
、
身
分
差
別
の
強
化

政
策
が
と
ら
れ
た
時
で
あ

っ
て
、
宗
教
面
で
も
幕
府
は
し
き
り
に
強
制
改
宗
を
せ
ま

っ
て
い
る
。
東
之
坂
町
に
対
す
る
差
別
は
こ
の
時

代
に
も
強
化
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
西
之
坂
町
の
寺
は
真
宗
明
光
寺
で
、

記
録
に
は
直
参
町
惣
道
場
明
光
寺
と
み
え
て
お
り
、

同
寺
は
元
禄
二
年

(一六八九)
の
創
立

と
伝
え
、

過
去
帳
の
上
限
は
同
十
四
年
で
あ
る
と
い
う
。

本
願
寺
史
料
の

『
大
和
国
諸
記
』
に
よ
る
と
寛
政
五
年

(蕘

三)
に
門
徒
か

ら
本
山

へ
願
い
出
た

一
件
が
あ
り
、
そ
の
取
調
期
間
中
信
徒
四
九
人
を

一
時
浄
教
寺
に
属
さ
せ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
差
別
は
、
奈
良
奉
行
所
に
よ
る
触
状

の
回
し
方
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
触
状
は
、
そ
の
内
容
の

緩
急
に
よ

っ
て
何
通
か
を
作
成
し
、
こ
れ
を
町
代
を
通
じ
て
十
数
か
町
ご
と
に
わ
け
て
回
覧
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
差
別
さ
れ
た
三

か
町
だ
廿
が

一
括
さ
れ
て
、
別
に
作
ら
れ
た

一
通
を
回
覧
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

東
之
坂
の
持

つ
権
利
と
し
て
は
、
前
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
春
日
神
鹿
の
死
体

の
処
理
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
東
之
坂

長
吏
が
中
世
以
来
興
福
寺
と
の
関
係
か
ら
も

っ
て
い
た
も
の
で
、
本
来
は
春
日
社
と
興
福
寺

に
関
す
る
犯
罪
の
処

理
に
興
福
寺
衆
徒
と
と
も
に
当
た
り
、
ま
た
境
内
の
行
き
倒
れ
の
者
の
取
り
片
付
け
な
ど
を
含
め
た
清
め
の
役
か
ら
き
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
近
世
に
な

っ
て
か
ら
は
、
長
吏
家
と
他

に
一
～
二
の

一
族
が
こ
の
権
利
を
代
表
し
て
持

っ
て
お
り
、
そ
の
役
料
と
し
て

毎
月
米
二
斗
五
升
と
、
毎
年
末
に
銀
四
三
匁
お
よ
び
御
加
扶
持
と
し
て
米
三
升
と
が
当
て
ら
れ
て
い
た

(舞

)。

そ
の
担
当
し
た

地

被

差

別

部

落

の

生

業
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域
も
初
め
は
い
ま
の
三
条
通
り
を
境
に
し
て
そ
の
北
は
東
之
坂
、

南
は
西
之
坂
の
領
分
と
さ
れ
て
い
た
が
、

寛
永
十
八
年

(
一六四
一)
か

ら
は
南
方
も
東
之
坂
の
担
当
す
る
区
域
と
さ
れ
た

(鑠

)。

こ
う
し
て
東
之
坂
の
町
民
が
専
ら
特
権
と
し
て

そ

の
仕
事
に
あ
た
る
こ

と
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
神
鹿
を
害
す
る
野
犬
を
追

い
払
う
人
を
出
す
の
も
東
之
坂
の
役
目
で
あ

っ
て
、
興
福
寺
が
犬
狩

巡
行
を
す
る
と
き
は
そ
の
先
払
役
二
人
を
出
し

(蠶

)、

一
人

一
日

一
〇
〇
文
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
仕
事
は
近
世
後
期

に
な

る
と
東
之
坂
町
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
手
当

は
文
化
十

一
年

(穴
西
)
か
ら
五
か
年
間
は
毎
年
米
七
石
宛
、

以
後

は
五
石
宛
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
鹿

の
角
伐
り
の
と
き
に
鹿
を
捕
え
る
の
も
そ
の
役
目
で
あ

っ
た
。

つ
ぎ
に
死
牛
馬
処
理
権

の
問
題
が
あ
る
。

一
般
に
草
場
株
と
よ
ば
れ
、
死
牛
馬
を
引
き
取
り
、
皮
や
肉
を
処
分

で
き
る
権
利
の
こ
と

で
、
草
場
と
は
そ
の
管
轄
の
区
域
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
権
利
は
厳
密
に
定
め
ら
れ
、
部
落
外
の
人
や
部
落
住
人

で
あ

っ
て
も
草
場
株

を
持
た
な
い
も
の
は
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
草
場
株
は
売
買
の
対
象
に
な

っ
て
い
た
。
東
之
坂
町
の
草

場
は
、
天
正
十
六
年

東之坂町草場範囲表8

考備

奈良町を除く

村 数

59

 

翻
27

13

添 上

添 下

不 明

99

 

計

①奈良町はほぼ全域が草場

②村数には枝郷 ・垣内まで含む

③天理図書館「東之坂町文書草場譲状」

か ら作成

(
藪
八八)
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
草
場
株
売
券
(蘿

」)
に
よ

っ
て
次
第
に
広
め
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
表
8
の
よ
う
に
、
村
数
を
検
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
範
囲

は
、
東
部
は
東
山
山
中
田
原
各
村
か
ら
狭
川
須
川
地
域
ま
で
、
南
部
は
添
上
郡
白
土
村

(現
大
和
郡
山
市
白
土
町
)
あ
た
り
、

西
部
は
富
雄
の
三
碓
村
付
近
、

北
部
は
山
城
国
境

に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
死
牛
馬
処
理
権
は
、
草
場
株

を
所
持
し
た
人
々
だ

け
の
権
利
で
あ

っ
た
が
、
部
落
大
衆
は
、
死
牛
馬
処
理
か
ら
派
生
す
る
種
々
の
業
務
、

た
と
え
ば
、
皮
は
ぎ
、
皮
加
工
な
ど
に
従
事
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
に
か
く
ζ

の
権
利
は
、
被
差
別
部
落
の
生
業
と
し
て
そ
の
経
済
基
盤
の

一
つ
を
な
し

た

も

の

で

あ
る
。
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皮
加
工
に
関
連
し
て
綱
貫

の
製
造
販
売
の
こ
と
が
あ
る
。
綱
貫
と
は
皮
製
の
作
業
靴

の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
東
之
坂
町
で
製

造
し
、
高
畑
市
ノ
井
あ
た
り
に
出
店
を
持
ち
、
お
も
に
東
山
山
中
の
人
々
へ
売

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(熄
麓
坂
)。

生
産
量
や

一
足
あ

た
り
の
価
格
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
東
之
坂
町
全
体

へ
の
か
か
わ
り
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
数
名
の
座
衆
の
手
に
販
売
権

が
に
ぎ
ら
れ
て
い
る
(「東
之
坂

町
文
書
」)。

そ
の
ほ
か
中
坊
飛
騨
守
が
奉
行
の
と
き
か
ら
、
奉
行
所
の
掃
除
を
勤
め
る
の
も
そ
の
仕
事
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
毎
日

一
人
が
出
頭

し
て
掃
除
し
、

そ
の
者
に
は
、
え
た
仲
間
か
ら
日
傭
銀

=
ご
○
匁
を
渡
す
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、

後
に
は
九
〇
匁
に
な

っ
た
と
い

う
(鑼

艨
右
)。
ま
た
五
節
句
な
ど
の
と
き
は
七
～
八
人
も
出
て
掃
除
を
し
た
も
の
で
あ

っ
た
(
騾
縦
繦
鶉
蚊
幡
些
)。

以
上
の
よ
う
な
近
世
東
之
坂
町
の
特
権
的
生
業
以
外
の
職
業
を
考
え
る
う
え
で
参
考
と
な
る
史
料
は
、
さ
き

に
用
い
た

享

保

九

年

(一七二四)
の

「
東
之
坂
宗
門
改
帳
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

家
持

=

軒
、
借
家
六
軒
と
な

っ
て
お
り
、
家
持

一
一
軒
の
職
業
は

皮
屋
四
、
太
鼓
屋

一
、
青
屋
二
、
草
履
屋
三
、
雪
踏
屋

一
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
う
ち
五
軒
は
下
人
、
下
女
を
抱
え
て
い
る
。

残
る
借
家
六
軒

の
者
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
家
主
の
職
業
に
労
働
力
を
提
供
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
よ
る
と
皮
革

に
関
す
る
も
の
や
履
物
類
の
製
造
、
あ
る
い
は
染
物
業
等
が
主
要
な
職
業
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
世
の
差
別
さ
れ
た
部
落

の
人

た
ち
は
、
こ
う
い
う
限
ら
れ
た
手
工
業
に
従
事
し
て
い
た
わ
け
で
、
近
世
中
期
以
後
も
、
そ
の
業
種
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
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